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「専司」刻字土器

第1次調査において柱穴群検出中に発見さ

れた須恵器高台付坪形土器である。 底部はロ

クロによるヘラケズリ後、 高台を付けたもの

で、 底面は高台より張り出している。 2点発

見されたが、 1点の底面には 「 専司」と読め

る文字が刻み込まれている。 もう1点も書体

が若干異なるが 「 専」の字が読み取れ、 本来

同様な刻字土器であったと思われる。 柱穴群

に伴なうものとすれば 、 奈良時代における地

方役所の存在も推定される貨重な資料である。



例 百

1 本書は長野市・長野市教育委員会と長野市遺跡調査会との埋蔵文化財包蔵

地発掘調査契約書に基づいた緊急発掘調査報告書である。

2 本書は調査の性格から、 それにより検出された遺構・遺物を主に提示する

ことを主眼においた。 尚遺物の計測等の詳細は、 本文末に表にして記した。
3 遺構図は、 調査員全員があたり、 主として小林（秀） が整図、 再修正を行

った。

4 遺物の復元等の作業は青木（和）を中心に奈須野 • 青木(-) . 森嶋（乃）

が主としてあたり、 図化にたいしては、 竹内• 石上・直井・小林があたり、

整図は石上· 直井が行なった。
5 遺構写真は矢口が主として行い、 遺物は竹内が担当した。
6 土器拓影は奈須野が担当した。

7 各章・節・目の執筆は、 各調査員の担当遺構カ ー ドを碁礎に、 調査員協議
のもとに行い、 文責を文末に記した。

8 出土図示土器一覧表の作成にあたっては、 弥生時代土器を青木（和）が、
他時代を直井が作成した。

9 遺物や調査によって得た諸記録は、 個人記録をのぞいて、 長野市教育委員

会で保管している。
10 本書の編集• 印刷関係の業務は長野市教育委員会が担当した。
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第 1 章 発掘調査の経過

第 1 節 発掘調査に至る経過

昭和52年度より3ヶ年計画で実施してきた塩崎小学校校舎改築事業は 、 本年度で完了する運

びとなった。本年度は 学校敷地西側の管理棟の計画がされていたので、校舎改築に伴う破壊から

遺跡を保護するため、 前回と同様な方法により発掘調査を実施し、 記録として保存する手段を

講ずる必要があった。そのため事業実施の学校施設課と調査期日・期 間・面積等の協議を重ね、

旧校舎解体及び他遺跡の調査期日のかねあいをみ、 6月28日から15日間の予定で面積約780m'

を本格的調査を実施することになった。 第 1 · 2 次の調査経験から調査地全面に遺構の存在が

予想することができるので、機械力により、 校舎解体後全面の表土を除去することにし、 請負

業者柳原・笠井建設共同体に依頼する一方、 事務局は詢査団の編成・調査器材の調達等を行な

った。 この間PTA 会長及び役員の皆さんのてをわずらわせて、 この調査への参加者の編成作

業が行なわれていた。

第2節 調査日誌

5月26日 本日より西側から表土除去作業を行う。 この作業は30日まで続く。機器材の調整

と搬入を行う。

5月27日 一時降雨の中で遺構検出を行う。

5月28日 結団式を行い、 本日より人力により残土処理を行うも、昨日の雨で土が重い。

5月29日 残土処理を続ける一方、 遺構プランの追求を行う。

5月30日-31日 昨日と同様作業を行う一方 、西端に位置する第66号住居址から遺構の検出

を開始する。

6月 1 日 昨日と同様作業をする。 第59号住居址の調査を開始する。 完形に近い須恵器琳．

土師器把手付甕形土器が出土した。

6月2 日 第66·59号住居址の調査を続ける一方、 第60 ·61·62 ·63号住居址のプラン追求

と調査を開始する。 第59号住居址内に井戸址lがあり一緒に掘り進める。 第66号住居址の精査

後写真撮影 • 実測を行う。

6月 3 日 新しく第64号住居址及び第1号柱穴配列址（建物址以下同じ） の調査にかかる他

は昨日と同遺構の調査である。 第60 ·63 ·64号住居址の写真撮影 • 実測作業を行う。

6月 4 日 第65·67 ·69号住居址、 井戸址2 、 第 2 · 3 号柱穴配列址及び周辺の柱穴のプラ

-1-



ン追求と、 それがすみ次第調査にかかる。第59·61·62号住居址、 井戸址1の精査後写真撮影

• 実測作業を行う。

6月 5 日 昨日と同様作業を行う。第65·67号住居址及び第1 号柱穴配列址を完掘する。第

2 · 3 号配列址に全力を上げる、 この 一つから石囲の炉が発見され、 調査に活気をつける。ま

た第67号東より弥生時代壺形土器が正位の状態で出土した。

6月 6 日 第69号•井戸址 2の完掘後写真撮影•実測を行い、 新たに第70·71·72·73号住

居址のプランを追求し、 順次調査にかかる。柱穴配列址に遣り板を組む。

6月 7 日 第70·71·72·73号住居址精査後写真撮影• 実測作業を行い、 第74·76·77·78

号住居址及び溝址1 · 2の調査を開始する。柱穴列付近の清掃及び写真撮影を行う一 方、 一部

実測作業にかかる。

6月 8 日 昨日の遺構•実測作業を続ける一方、 第79·80·81号住居址の調査を開始する。

溝址1 · 2、 第74·76·77·78号住居址完掘する。終了遺構から写真撮影•実測作業を行う。

6月 9 日 昨日の遺構の精査を続けるとともに、 完了遺構から実測及び写真撮影を行う。 本

日新たに第75·82·83号住居址、 井戸址 3 · 4のプラン追求と調査にかかる。 石囲炉は第82号

住居址のものと確定する。

6月10日 調査期日が迫ってきたので、 残りの遺構検出にピッチを上げる。 本日までに第75

·83号住居址、 井戸址 3 · 4を完掘し写真撮影• 実測作業を行い、 新たに第84·85号住居址の

検出を開始する。

6月11日 第82·84号住居址の精査後写真撮影• 実測作業を行う。本日でほぼ調査を終了し、

一部器材の徹収をする。全体写真撮影する。

6月12日 第85号住居址の精査及びカマドのたち割り等細部調査を実施する。

6月13日 小雨が降る中第85号住居址の実測及び西側壁土層の実測を行い、 この壁で確認さ

れた住居址を第86号住居址とする。

6月14日 全体図面の再確認と溝址 2の再確認を行い全調査を終了する。器材を撤収する。

5月 31日�5月14日 土器洗浄作業を行う。

8月�g月 土器復元・注記及び図面整理作業を行う。

1月�3月 報告書原稿執筆・図面整図•土器実測•製図作業を行う。

3月 報告書を刊行する。

第3節 調査会（団）の編成

調査会（団）の編成は下記のとおりである。

1 調査会

会 長 中村 博二 （長野市教育委員会教育長）

委 員 米山 ー政 （長野市文化財保護審議会々長）
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委 員 桐原 健 （長野市文化財保護審議会委員）
,., 森嶋 稔 （調査 団長）
,,. 千野 和徳 （長野市教育委員会管理部長）
/; 関川千代丸 （ ,, 嘱託）
,, 矢口 忠良 ，，， 社会教育課主事）

2 調査団
調査 団長 森嶋 稔 （日本考古学協会々員 ・ 上山田小教諭）

'， 主任 矢口 忠良 （ ,, • 長野市教委主事）

調 査 員 宮下 健司 （ ,, • 長野県史刊行会）

原田 勝美 長野県考古学会員•長野市役所）

小柳 義男 ケ • 松代小教諭）

高原 英男 （ • 長野市消防局）
小林秀行•竹内 稔 · 直井稚尚•石上周蔵 ・ 臼田美智子 ・ 馬場長光 ・ 館松京子 ・

石田成二•宮坂 享 • 米窪 泰（以上 信大学生）

青木和明 ・ 奈須野由美（以上明大学生）•青木―男•森嶋乃利 （以上国学院大学

生）は 整理関係に携さわった。

3 調査参加者 一 覧
大谷詔子 ・ 水野茂利・山崎昭三 ・ 中島まさ子 ・ 楠喜代子・大矢秀子 ・ 山岸せつ子 ・ 中沢カッ

工 •田村良江•宇都宮貨子 ・ 宇都宮重子•藤本みどり ・ 古屋幸子•宮崎雅子•清水桂子 ・ 岡田

きのえ •鎌田重子 • 宮崎寿磨子• 春原明子•宮崎信子・小島紀子 ・ 荒井喜子 ・ 風間文枝• 星野

千潮•北村優美子 ・ 星野秀子・中村康博・風間初子•宮崎利幸· 山本芳子 ・ 樋口太 一 •荒井か

ち•宮崎政一•横田怜子 ・ 松崎田鶴子 ・ 渡利保美 • 西村好子• 宮下昭子・ 小松愛子 ・ 倉石まさ

• 倉石貞子 ・ 石川干代子 ・ 北沢友江 ・ 伊藤靖子 ・ 小幡智子•利根川節子・中村秀子 ・ 松橋房子・

• 北村ケイ ・ 北村信子 ・ 工藤法子 ・ 矢島秀子・馬場あや子•渡利美和子・新井尚武•北沢やす

い•北沢幸子・倉石実雄 ・ 樋口英子・滝沢利子· 駒村敏子 ・ 矢島貞•深沢由紀子•松崎巳保子

• 田中栄•井堀務· 沓掛発春 ・ 権田隆美• 五十嵐二男•田中貞次•阿野麻• 宮下政代・多賀谷

照子 ・ 市川とよ子 ・ 北村孝子 ・ 小山さちい ・ 山本孝子 ・ 北沢暁子 ・ 武さだ子 ・ 水野恒雄 • 宮崎

けさ子 ・ 萩戸けさみ ・ 橋詰敬子・北村みち江・丸山俊敦•北原久美子・祢津悦子・西沢かつ子

• 宮坂三枝子 ・ 小島志江子•西沢京子 ・ 山田ケサミ ・ 百瀬京子•田中冴子• 青木久子•北山け

さ江•横井秀子• 野本みち子 ・ 小林重子・小池千鶴子•西沢とあ子 ・月 岡より子 ・ 塚野靖史・

亀山貞子•清水富子・風間豊子 ・ 鈴木小春•宮崎やす子 • 宮崎恒子 ・ 小林章子• 宮崎和子•宮

崎公子 ・ 荒川淳一 •宮崎富子•田中たけ• 小島紀子•国政横子• 宮島幸子 ・ 半田由利子 ・ 北村

光子 ・ 辻紀代子・外谷豊子 ・ 斉藤貞子 ・ 山崎は な子・荒井清子・石井のぶい ・ 春原貞子•藤本

久代・後藤君子 ・ 倉石靖次•田中京子・倉石智恵子 • 清水千鶴子 ・ 北沢なつ江 ・ 伊藤けさと ・

松橋由子・石川芽子・円山節子・丸山さくよ・臼井当子 ・ 風間央子 ・ 臼井まさ子 ・ 大日方綾子
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• 市川英子・山崎利子 ・ 上原光子 ・ 星野秀子・小島久子 ・ 酒井寿美子・柴田輝子 ・ 飯島申江・

伊藤律子• 宮本腸子・・成沢進• 立山恵美子・沓掛節子・山田節子・風間嘉子・牛澤みな子• 清

水松枝•三宅文雄・馬場澄子 • 北村敦•上野きく江•関光栄• 荒井和枝•小林とよ子 ・ 矢島教

子 ・ 仲俣孝男 • 宮崎なみ ・ 北沢道子 ・ 飯島さつき•武村猶子 ・ 北村信幸• 坂口礼子 ・ 沓掛百合

子・沓掛静男 ・ 樋口満郎•田中則由・駒村敏子 ・ 小林一良 • 高野孝子 ・ 杵渕てる子・永井好子

• 西仲子•森山弘美 ・ 梅村房子 ・ 立川孝子・北田圭枝•新津百合子•宮崎房子・笠井文子・五

十嵐滋子•宮崎桂子•関房江・小山恵美子 • 竹田きよ子•島田久江•岩佐貴代子•宮崎満涛美

• 富沢勝江•田中澄子• 青山治子 ・ 高橋要・大日方恵美子•宮崎政子 ・ 鳥羽けさ子 ・ 酒井久子 ・

風間信男 ・ 風間久子 ・ 風間よさ子 ・ 丸山絹子・丸山初枝•田中武代•鈴木広子・風間道夫 • 高森

進 ・ 臼井ちえ子 ・ 山上知江•宮崎秀夫•岡田夫美恵•宮崎新一郎· 宮崎留吉•松井恒子 • 宮本

百合子・大井和歌子・古旗清美 ・ 小宮山孝ー ・ 山本貞子・伊藤紀美子 ・ 高津幸治 ・ 倉田美智子

・丸山道子・竹村法子 ・ 笠井幸江• 田中紀伊子・松村とみ江・久保田大・多賀谷照子・小林智

枝子・樽田きよ子 ・ 近藤節子 ・ 小林和子 ・ 今井文夫•池田悦子 ・ 武貞子・北原久美子・柳原久

美子・高梨千枝子・林登代・倉石金治郎•林かよ子 ・ 山本和彦・根村美智子 ・ 斉藤好子・見崎

金三•本道千恵子 ・ 小山みすい ・ 市川美智子 ・ 赤沢和恵•若林清子・石田静 • 松林博子 ・ 倉石

きよ子• 関口文範•宮本ひろ子・中島真甲子・吉沢喜代登 ・ 滝沢とく江 ・ 小山静子 ・ 楠ハル子

• 九島きく江• 高橋智江•石川守男・後藤優子・伊藤照子・荻原泰子 ・ 須田とめ子・小島良子

• 宮崎郁子 ・ 風間悦子 ・ 寺島福子 ・ 祢津いく子 ・ 内山純子•島田かつし ・ 祢津昭子・寺島美南

子 ・ 小島三重子 ・ 小林加代子 ・ 村松枝子 • 松村孜紀子 ・ 風間明子・松林泰子 ・ 堤雪子・小出史

子 ・ 飯島広子・矢島千鶴· 市川紀雄•田中礼子・田中宣子 ・ 田中つね子・荒井積江· 馬場澄子

• 井堀幸子・若林昭子 ・ 鳥原緋紗代・矢島登代子 ・ 南条まち子 ・ 田中実•田中則由•田中勝子

• 坂口礼子・沓掛みは る•荒井昭子 ・ 腰原孝弘•住沢章· 飯島艶子・鶴田茂子•宮崎昇•松尾

たか子 ・ 越恒子・横井せい子 • 宮崎せい子•宮崎音和・轟あき子•宮入治子 ・ 中村勇雄 ・ 北村

孝之•矢島幸江•北村喜多子・田中喜代枝•西沢清充•山口幸男 ・ 丸山勝己 ・ 丸山いつ子 ・ 阿

部喜代子 ・ 根岸洋子 ・ 南久美子 ・ 杉田寿子 ・ 高野千代恵•小島京子・土屋美代子•宮崎利忠 ・

宮崎幸一 • 米沢栄子・矢島たき江 ・ 山崎浄子•岡沢泰子•町田起代子 ・ 滝沢干代•宮崎志づ子

• 荒井静子•宮入房子・内山廣子 （会長北村孝之· 校長岡沢英一 ・ 教頭小林一良）

これらの方々の他、 塩崎小学校、 PTA 、 柳原、 笠井建設共同企業体に並々ならぬ御援助を

いただいた。 記して感謝の意を表します。 （事務局）
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第 2 章 遺構 と 遺物

今次の調査で確認・検出した遺構の種別は 第59 -86号までの28 軒の住居址 、 3 軒の建物址 、

4 基の井戸址 、 それに2 - 5 までの4 基の溝址 である。 第 1 · 2 次調査同様に調査地全面 に認

められ、 そのほとんどが他遺構と重複関係にある。 掘 り 込み確認土層 は 黄褐色砂混 り 粘質土層

で、 古墳時代以降のものの投土は 黒褐色粘質土を基本としているが、 弥 生時代のものは よ り 多

くの炭化物を含み、 黒味が強 い色調にな る。

な お 、 遺構の番号は 第 1 · 2 次調査報告のものに継続する よ う に呼称した。

第 1 節 住居址
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第 2 図 第59号住居址 、 井戸址 l 実測図

1 第59号住居址 （ 第 2 · 3 図 、 第 2 · 15 図版）

遺構 調査地東端に位置し、 第84号住居址を切 り 、 井戸址 l に西隅を破壊される。 プランは

不整形を呈し、 南北 4 .2m X 東西 4 . 3 m の規模にな る。 南北軸の方向は N -38 � E を指す。 壁

は 直 に近く掘 り 込まれ、西壁16 cm· 東壁16 cm · 南壁20 cm · 北壁12 . 5 Cmの壁高を測る。床 面 は 平 担

であるが、 南半分は不整形に約6 Cm程落ちこんでいる。 何のためか不明である。 この床面の北

側の上段には礫が散在してお り 、 床面 からの遺物は この礫中からの出土である。 ただ北壁中央
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第 3 図 第59号住居址出土土器 ( 1 - 7 ) . 土製品

内側 に 長楕 円 形の河原石 が床面 に埋め 込 ま れ 、 周 辺 に焼土 が認め ら れ た 。 こ れ も ま た 不 明の遺

構 で あ る 。 床面 は 軟弱で、 こ の面 か ら 柱穴等の内 部施設 は な か っ た 。

遺物 出 土量 は 多 く 、 完形 に 近 い も のは そのほ と ん ど が床 面 及 び その 直上 で あ る 。 土師器坪

. ( 1 · 4 )  · 甕形土器 ( 7 ) . 須恵器杯 ( 2 · 6 ) ・ 琳 ( 5 ) . 壺形土 器 ( 3 ) . 土錘 ( 8 )

等 が出 土 し て い る が、 1 は 古手の土師 器 で 、 2 · 3 は 底 部 に 糸 切 り 痕 を 有 す る 須恵器で新 し い

時期の も の で あ り 混 入 で あ ろ う 。 4 は 内 面 を 黒色処理 さ れ た 土師器坪形 土 器 で 、 口縁部 が直か

ら や や 内弯気味 に な る 。 底 部 に ヘ ラ に よ る 十字形の刻印 が あ る 。 5 は 完形の短頚地で、 外面 に
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第 4図 第60号住居址実測図
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第 5 図 第60号住居址出土土器

は部分的に 自 然 釉がかか り 、 内部に成形時の 凹 凸を残 し ている。 6は 台付の コ ッ プ状の坪形土

器で 、 イ本部は やや内屈 し 、 口縁部は わ ずかに外反する。 また外には上段に 2 条の 、 下段に1条

の沈線がめ ぐる。 7は一 対の把手がつ く 球形胴の甕形土器で 、 内外面ともに ヘ ラ磨 きにより 丁

寧に整形されている。 8は 土 錘で 、 外面は 使 用により磨滅をうけている。 この他、 筵編み 用に

使用されたかと思 わ れる、 中央部が磨耗 した長さ15cm前後の 方柱状の河原石が 4点出 土 してい

る。 （直井雅 尚）

2 第60号住居址 （第 4 · 5 図 、 第15図版）

遺構 調査地東側住居址群中に位置 し 、 第67 · 69号住居址及び溝址 2の上部を 切 り 、 井戸址

4に切られる。 プランは や や 隅 丸の方形を 呈 し 、 一辺 4. 7 m 、 主 軸 方 向 N - 73£._Wを指す。 壁

は 直に近 く 、 その高さは北壁 20Cm ·東壁18cm · 南壁 30Cm · 西壁 37cmを 測る。 床面は中央より北

にかけてや や傾斜 し 、 軟弱である。 主柱穴は 未確認の1個を除 く 3個を検出 し 、 その配列は 方

- 7 -



畠＼ ◎
P
 

。
一

m’
 
2

 

第 6 図 第61 · 78号住居址実測図

形になるものと思われる。 い ずれも径約60 Cm 、 深さ30Cm内外の同規模のものである。 カマ ド は

西壁中央よりに設 け られるが、 調査では右の袖部分を検出したにす ぎない 。

遺物 出土量 は 少 なく、 そ のほ とんどが覆土出土である。 土師器坪 • 甕形土器 ・ 須恵器坪 ·

蓋形土器片等が出土して い るが、 図示 できるものは 3 点にす ぎない 。 1 は 体部が い くぶん内弯

気味に立ち上がった後、鈍 い 稜 をなし、そ こから口縁部が外開 す る。 い わば口径 に対し器高の低

い 盤形になる須恵器で、 2 は 蓋坪の身部で、 短かく内屈 す る口縁部でイ本部の立ち上がり低く、

蓋受部のつくりも雑 である。 3 は 蓋形土器で、扁平なつま みを有し、天井部に丸味があり、口縁

部が折れる嘴状を呈す る器形になる。 これらには時期 差があるようであるが、 坪形土器底部に

は ヘ ラ による切離痕を有す る点注意したい 。 （ 直井雅尚）

3 第61号住居址 （ 第 6 · 7 図、 第 3 · 15 図版 ）

遺構 調査地中央部第 2 号柱穴群西側に位置し、 北西隅 は78号住居址と重複し、 そ れよりも

新しい 。 プラ ン は 方形で、 主軸方向 はN - 17 �W を指し、 主軸4 .40 X 東西軸4 . 32 m を測る。 壁

は 直に近く、 壁高を東西南北順 で記す と、 45·56 · 50 · 42 cm で、 他の住居址に比し掘り込みは

深い 。 南東隅には段を有 す 。 床面は 平担で、 中央部は 堅緻である。 床面上には 薄 い 灰と焼土の
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第 7 図 第61 号住居址 出 土 土 器

゜• • •  1 0 cm 
I 

層 が認 め ら れ た 。 柱穴 は 8 個確認 さ れ た が、 主 柱穴 は 方形配列 の 4 本 柱 を 想定 す る 。 カ マ ド は

住居址外 に 煙 道 が東 壁 と 北壁 に 2 ヶ 所確認 さ れ た 。 北壁中央 の も の に は 袖 部 が残存 し て お り 、

焼土の あ り 方 か ら 東壁 よ り 新 し い カ マ ド で あ ろ う と 推定 す る 。 こ の カ マ ド は 袖 石 を 有 す る 主軸

44Cm ・ 巾 40cm の 粘土 製 両袖形の も の で あ る 。 内 部 か ら 煙道 に か け 焼土 が認め ら れ 、 煙道 は 1 . 35

m を 測 る。 東 壁の も の は 火床 と 1 . 2 m の 煙道 が残存 す る の み で あ る 。 北壁の カ マ ド の右側 に は灰

が確認で き る 。 主軸68cm · 短軸38cm平面楕 円 形 す り 鉢状 を 呈 す る 。 貯蔵穴様 の ピ ソ ト が あ る 。

左側 壁面 に は 意味 不 明 の 内 面 が焼 け た 横位 の 穴 が開 口 し て い た 。 尚 、 本遺構 に 関係 を 有 し な い

と 思 わ れ る が、 住居址 南 西隅 の 外部 に は 、 床 面 に 厚 い 炭 化層 を 有 し 、 長 軸 1 2ocm x 短軸80Cm 、

深 さ 30cm を 測 る 楕 円 形の 土 砿 が存 在 す る 。

遺物 す べ て 覆土 の 中 の 出 土 で、 土師器坪 ・ 甕形 土 器 と 須恵器坪形 土 器 等 が出 土 し て い る 。

1 - 3 は 土師 器甕形土器の体部上 半 及 び底部片 で あ る 。 1 は 口 縁 部 が短 く 反 り 返 り 、 体部は筒形

の長胴 を 呈 し 、 内 外面 と も に 刷 毛 で 整形 さ れ て い る 。 2 · 3 は 底 部 片 で 、 ヘ ラ ナ デ整形で平底

を な し 、 2 に は 水濾 し 粘土 に よ る 再調 整 がみ ら れ る 。 4 - 8 は い ず れ も 底 部 が丸味 を 帯 び、 ヘ

ラ キ リ 痕 を も つ須恵器坪形土 器 で あ る 。 8 に は外 開 す る 高 台 が付 さ れ る 。 （竹内 稔）

4 第 62号住居址 （ 第 8 · 9 図 、 第 1 5図版）

遺構 調査中央北寄 り に 位置 し 、 北側 一部 及 び北壁 が調査地外 に か か り 未調査 で あ る 。 プ ラ

ン は 長 軸 が 不 明 で あ る が 、 短 軸 4. 6m の 長 方 形 を 呈す る も の と 考 え ら れ 、 主 軸 方 向 は N - 1 1°

- E を 指 す 。 壁 は 直 に 近 く 、 西壁20- 30CID · 南 壁29cm · 東 壁30cm の掘 り 込 み に な る 。 床 面 は 中

央部が上 が り 、 壁沿 い が低 く な り 軟弱 で あ る 。 主柱穴は 3 個確認 さ れ 、 4 個 方形配列 で 、 そ の
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第 9 図 第62 ( 1 ) · 63 ( 2 ) · 64 ( 3 · 4 ) · 65 ( 5 · 6 ) 号出土土器

規 模 は 径22-40Cm ・ 深 さ lOCm 前後 で あ る 。 調査では こ の 外の施設は確認で き な か っ た 。

遺物 出 土 量 は 少 な く 覆土 中 か ら の も の で あ る 。 ロ ク ロ 成形痕 ・ 底 部糸 切痕 を 残す 土師器坪形

土器及 び、 イ本部 がヘ ラ ケ ズ リ さ れ る土 師 器甕 形 土 器 な ど が出土 し て い る が、 い ずれ も 破片 で あ る 。

- 10-
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図示 し た も のは灰釉陶器で、 透明の緑 が か っ た 釉 がほ ぼ全 面 に 施 さ れ て い る 。 内 面 底部 に 焼成

時の重 ね焼 き 痕 が明確 に 残 っ て い る 。 （ 直井雅 尚 ）

5 第63号住居址 （ 第 9 · 10 図 、 第 3 · 15 図版）

遺構 調査地中 央 よ り や や 西 よ り に 検 出 さ れ た 。 プ ラ ン は 東 西壁間 3 . 7m 測 る 方形 を 呈す る

も ので、 北半分 が調査地外 に か か っ て い る 為 、 詳細 は 不 明 で あ る 。 主軸方向 は S -79 <2._ E を 指

す。 壁 は 直 に 近 く 、 各 壁 と も20 -30 Cmの壁高 を 測 る 。 床 は 平担で良好 で あ る 。 柱穴は 2 個検出

さ れ た が、 う ち 一 個は カ マ ドのす ぐ 右脇 に あ り 、 径9 0Cm · 深 さ32 cm で、 下 部 に段 を 持 つ 大 き い も

ので、 柱穴で あ る か ど う か疑 わ し い 。 カ マ ド は 東壁中央 よ り や や 南寄 り に あ り 、 ほ ぼ半 分 が調

査地外 に か か っ て 、 全容は つ か め な か っ た が、 袖端部の芯の角 礫 が残存 し 、 長 さ80 Cmの煙道 を

確認 し た。 以上の施設の外 に 、 西壁及 び南壁下 に 巾25cm · 深 さ10 Cm程の周 溝 がめ ぐ る 。

遺物 土師器坪 • 甕形土 器の破 片 が出土 し て い る が、 す べ て 授土 中 か ら で 、 量 も 少 な い 。 図

示 し た も のは 土師器坪形土 器で、 ロ ク ロ 目 が外面 に 残 り 、 内 面 は 黒色処理 さ れ放射状の暗文 が

浮 き 出 し て い る 。 底部は糸 切 り 痕 を 残 し 、 上 げ底 に な る 。 （ 小林秀行）

6 第64号住居址 （ 第 9 · 11 図 、 第 4 · 16 図版）

遺構 鯛査地ほぼ中央南側 に位置 し 、 重複す る 第76 · 81号住居址 よ り 古 い 。 南側 は 調査地外

に か か り 未確認で あ る 。 プ ラ ン は 一辺 4.4 m の方形 を 呈す る も ので、 主 軸方 向 はN - l l� E を

指す も の と 思 え る 。 壁 は 直 に 掘 り 込 ま れ 、 北壁43 cm ・ 東壁43 cm · 西壁35 cm を 測 る 。 床 面 は平担

で わ ず か に 東へ傾 き 軟弱 で あ る 。 主柱穴は 径3 0Cmの円形で、 深 さ l OCmの も の と 、 径58 cm 、 深 さ

30 Cmの不 整円形の も の2 個 が確認 さ れ た が、 基本形態 は 方形配列 に な る と 思 わ れ る 。 中央やや

西寄 り に 、 不整形で下部に段 を も つ深 さ70 Cm あ ま り の ピ ッ ト が あ る が、 柱穴 と は 考 え ら れ な い。

- 1 1 -
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第1 1 図 第64号住居址実測図

カ マ ド は 北壁 と 東壁 か ら 確認 さ れ 、 そ の残存形態 か ら 北壁の も の が新 し い も の と 思 わ れ る 。 ま

た こ の 北壁の も の に は煙道 が 2 個確認 さ れ 都合 3 ヶ 所 の カ マ ド を 有 す る 住居址 で あ る 。 北壁中

央 や や 西寄 り に 接 し て 残 る 9Q cm X 70 cm の 範 囲 に 多 量の 焼 土 及 び 礫 が残 存 し 、 北壁上zocm程北

の と こ ろ に こ れ ら の も の と 思 わ れ る 径約30Cm X ZOCm の 煙道 が、 30cm の 間 隔 を お い て 地表へ顔 を

出 し て い る 。 最 も 古 い も の は 東 壁 中 央 や や 南寄 り に 位置 し 、 壁下 に わ ず か な 焼土 を 伴 う 火床 と

煙道 を 残 し て い る 。 煙道 は 壁 に接す る と こ ろ に フ タ 石 と 思 わ れ る も の を 有 し 、 長 さ が 1 .8 m 巾

が 18Cm 深 さ が中央部で13cm を 測 り 、 第81 号住居址 の カ マ ド の 一部 を 破壊す る 。

遺物 す べ て 殺土 中 か ら の 出 土 で あ る 。 内 面黒色処理 さ れ 、 ロ ク ロ 成 形 さ れ る 土師器坪形土

器 、 体 部上 半 が ロ ク ロ 成 形 さ れ る 土師 器甕 形 土 器の破片 が出 土 し て い る 。 図示 し た 3 · 4 と も

ロ ク ロ 目 • 糸 切 り 痕 を 持 ち 内面黒色処理 さ れ て い る 。 尚 、 3 に は 内 面 に 放射状の暗文 が施 さ れ

て い る 。 （ 石上周蔵）

7 第65号住居址 （ 第 9 · 12 図 、 第 4 · 16団版）

遺構 調査地 西 よ り に 位 置 し 、 南側 3 分 の 1 程調査地外 に かか る 。 プ ラ ン は 一辺 3. 9 m の 方

- 12-



形 を 呈す る も の と 思 わ れ 、 主軸方 向 は S

-7 8'<-- £ で あ る 。 壁 は 直 に 近 く 、 西壁29

. 5Cm · 北壁2 7.5cm · 東壁23 cm を 測 る 掘 り

込 み で あ る 。 床 面 は 平担で軟弱 で あ る 。

主柱穴 は 径30 cm 、 深 さ 11cm程の も の が2

個確認 さ れ た が、 その う ちの 1 個 は 極端

に北東隅 に 寄 っ て い る 。 カ マ ド は 東壁中

央やや南 よ り に 存 す る と 考 え ら れ る 。 以

上の他 に 、 確認 さ れ た 主柱穴間 、 及 び そ

のす ぐ 北 よ り の北壁上 に わ ず か に 焼土 が

確認 さ れ た 。 第 1 2図 第65号住居址実測図

� 
移

2 m 
I 

遺物 出土量は 少 な く 、 す べ て 裂土 か ら の も の で あ る 。 器種 と し て は 土 師器甕 • 坪形土器 ・

須恵器坪形土器等 が あ る 。 土師器の甕 は 長胴形 に な り 、 刷毛で整形 さ れ る 。 図示 し た 遺物 で 5

は ロ ク ロ 成形 さ れ 、 ヘ ラ キ リ 底 を も つ 須恵器坪形土 器 で あ る 。 6 は 土 師器小形甕 で体部は刷毛

で整形 さ れ 、 底部は ヘ ラ ケ ズ リ さ れ て い る 。 （ 直井雅 尚 ）

8 第66号住居址 （ 第13 · 14図 、 第4 図版）

遺構 調査地西端 に位置 し 、 他の遺構 よ り50 Cm程低 い レ ベ ル で検出 さ れ た 。 北壁及 び西壁は

調査地外 に か か り 未確認で あ る 。 プ ラ ン は主軸方 向 がN -40 £._W を 指 し 、 主軸の長 さ5 .94m を

測 る 隅 丸方形 を 呈 す も の と 思 わ れ る 。 壁 は 検出の レ ベ ル が低 か っ た 為、 不 明 瞭 で2 - 1 ocm残存

し て い た 。 床 面 は 凹 凸 が あ る が よ く つ き 固 め ら れ て 堅緻で あ る 。 主柱穴 は 方形配列 で 4 個確認

さ れ 、 径70 cm内外 • 深 さ25 -35Cm を 測 る 。 こ の他 に 同規模の ピ ッ ト が南壁 と 北壁 よ り に 各1 個

あ り 、 深 さ l OCmの浅 い も のが中央やや北 よ り に 1 個 あ る 。 カ マ ドの所在 は 不 明 で あ る が、 未調

査の北壁 に 接 し て あ る と 推定 さ れ る 。 カ マ ドの他 に 床 面 中央北 よ り 付近 に 、 1 m X 50 cm位の範

囲 に 焼土及 び灰層 が確認 さ れ 、 地床炉的遺構 と 思 わ れ る 。 以上の住居址内施設の他 に 南壁直下

す べ て に 巾3 0Cm程 • 深 さ l OCm程の周 溝 がめ ぐ っ て い る 。 床 面 東 壁 よ り か ら 赤色顔料の小 さ い か

た ま り を 得 た 。

遺物 出 土量 は 少 な く 、 す べ て 床 面 直上 か ら の も の で あ る 。 内面黒色処理 さ れ 糸 切 り 底 を も

つ土師器坪形土 器 、 体部がや や 丸味 を 有 し 、 下 半 を ヘ ラ ケ ズ リ さ れ る 大形の土 師 器甕形土器等

が出土 し て い る 。 1 - 6 は土師器坪形土器で、 外面 に ロ ク ロ 目 が残 り 、 糸 切 り 底 に な る 。 6 以

外 は 内 面 が 研磨 さ れ 、 黒色処理 さ れ て い る 。 4 は放射状の暗文 が施 さ れ 、 外面 に は 墨 書 が あ る 。

7 · 8 は土師器甕形土 器 で あ る 。 7 は 体部 に や や張 り を も つ 長胴形 に な る と 思 わ れ 、 口 縁部は

外 開 し な が ら 上部 で わ ずか に 内弯す る 。 口縁部 か ら 体部 上半 に ロ ク ロ 整形痕 を 残 し 、 それ以下

は ヘ ラ ケ ズ リ に よ っ て 器壁 を 薄 く す る 。 8 は 体 部 がや や球形 を 呈 し 、 全 体 に ロ ク ロ の整形痕 を

残 す 中 形の も の で あ る 。 （ 直井稚 尚 ）
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9 第67号住居址 （第15 ·16図 、 第 5 ·16図版）

遺構 調査地東側住居址群中に位置し 、 第71号住居址 、 及び第70号住居址 南東隅を 切 り 、 第

60住居址に 南東壁部分を切ら れる。ま た溝址 2 · 3より新しい住居址である。主軸方向をN -

47�Wにと り 、 主軸 4. s m ・ 南北 4. 5m をはかるほぼ 方形のプラ ンを 呈す。壁は 直で 南壁 28Cm

• 西壁 29cm ・ 北壁 20Cmの壁 高を 測る。床面は西から東に緩傾するが 、 概し て 平担で 良 好である。

主柱穴は確認で き たもので 規模が 径 22cm · 深さ 8 cmのものと 、 径 50Cm · 深さ 7cmで 、 不揃いの

浅いものである。カマ ドは西壁中央に 築か れ ており、 壁外へ張り出し、 袖は な く 、 規模が開口部

66cm 、 軸長 40cmで 、 外周はよく 焼き込ま れ て いる。火床には焼土 ・ 灰が 多量に残っ てい た。煙

道立〖はカマ ド中央から壁外に 延 び 、 長さ1. 4m ·巾 24CIDを測る。

遺物 出土量は 多 く 、 覆土上層及び 床面から出土し ている。器種は 坪形土器 · 甕形土器 ・ 高

坪形土器等がある。1- 5は 本址中央やや南寄りの所で 、 覆土上層から 集中し て出土し たもの

である。床面出土のものより やや後出するものとみら れ 、 上面で検出で き なか っ たが 、 他の遺

構が存 在し それに属するもの だ っ た 可能性が強い。 6-12 ·15 ·16 ·18 ·19は住居址内の それ

- 15-
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以 外 の 覆 土 下層 、 1 3 · 14 · 1 7 は 床 面 か ら 出 土 し た も の で あ る 。 1 - 4 は ロ ク ロ に よ る 水 引 き に

よ り 造 り 出 さ れ 、 底 部 に 糸 切 り 痕 が あ る 須恵器坪形土 器 で あ る 。 5 は 外 面 全体 に ロ ク ロ 成形痕

を 残 し 、 底 部 に 糸 切 り 痕 を 残 す 小形 の 土 師 器甕形土器 で あ る 。 6 - 9 は 土 師 器 坪形土器で、 内

面 は 良 く 研磨 さ れ黒色処理 さ れ る 。 こ の う ち 8 · 9 は 底部 に 回 転 を 利 用 し て ヘ ラ ケ ズ リ 痕 が残

る 。 10- 1 7 は 須恵器坪形 土 器 で 、 い ずれ も ロ ク ロ を 利 用 し た 整形 が施 さ れ る 。 10 · 1 5 は イ本部が

直線的 に 外 開 し 、 底 部 に ヘ ラ 切離痕 を 残 し て い る 。 1 1 は 口 縁 部 が短 か く 立 ち あ が る 皿形で、 底
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第 17図 第6 8号住居址実測図 111111 - -
2 m 

j 

部は 雑なヘ ラ切離痕を残す。12 -14 は

い ずれも椀形をなし、 底部は ヘ ラによ

り切離され 丸底気味である。1 6 · 1 7に

は 高台が付されるが、 1 6は イ本部が直線

で直 立気味に立ち上がり深い 。 高台も

直立し底 部 中 央に糸切 り痕を残すもの

で、 やは り後出のもの と 考え られる。

―!!!-'=1 -

言 1、 l;庭 -, ·=-. 

17は 皿形で体部下 半に鈍 い 稜 を残し、

口縁部が外反 し、 底部は ヘ ラケズ リ が施され 丸くなる。1 8は 須恵器高坪形土器の脚部片 である。

第18図 第6 8号住居址出土土器拓影

下部がラ ッ パ状に開 く細長い形で、 3 本の横位の沈線が め ぐ らされる。19 は 脚部上部から 大 き

くラ ッ パ状に外開 する盤の脚部であろ う。 （ 小林秀行）

10 第 68号住居址 （ 第1 7 · 1 8図、 第 5 図 版）

遺構 調査地中 央やや東寄りの建物址、 住居址群に属し、 第 82 号住居址を切る。長軸 3 .2 m ·  

南北軸 3. 1 m でほぼ方形のプランを呈し、 N -70'c._W に長軸方向を と る。 壁は 直 に近く、 北壁

2 7Cm · 東壁29 cm · 南壁31Cm · 西壁1 8Cmの壁高を測る。 床面は 平担 で軟弱 である。 柱穴は 南東隅

から楕円形のもの1 個確認され、 主軸76cm x 短軸64 cmのもので、 内部は 2 段になっ て、 深さが

1 8Cm と 浅 い 。 炉は 床面中 央にあり、 40Cm の径 で深さ20 cm程の舟底状を呈し、 焼土を薄く残して

い る。 この他に南壁中 央部直下に長さ 1 . 6cm ・ 巾1 8cm · 深さ 7 cmの周溝状の細長い 掘り込みが

ある。

-17-



遺物 出土量は 少 な く 、 すべて覆土中

か ら破 片 出土である。 器種は弥生式壺・

甕 • 高坪形土器等で、 一部に赤色塗彩さ メ
れ る も のがある。 図 示した拓影のうち4

. 5 は 壺形土器の頚部文様帯部で、 横方 井戸址 2

向 に平 行に引 か れ た沈線間に斜行沈線が

充填さ れ る。 3 は甕形土器の口縁部で波

長 ・ 振 巾 と も こまかい櫛描波状文が横に
一条施文されている。 2 は やは り甕形上

器の頚部で簾状文と櫛描波状文が施され

る。 （石上周蔵）

第60号住居址
9ド

11 第69号住居址（第19 図 、 第 7 図 版 ）

遺 構 調査地東側住居址群中に位置し、

第60号住居址、 井戸址2 · 4 によ って西

半分を破壊されている。 規模は 明らか で

玄
-::>妥-,:-::-::•-

1忙 井戸址 4

／ 

ニc,.-_-_ 』 I ---c� ニ二

o 2 m 
... - - 1 

第 19図 第69号住居址実測図

は ないが、 北西方向に主軸を も つ、 やや隅 丸の方形 プ ラ ン になると思われ る。 壁は 直に近く 、

東壁32 cm· 南壁34 cm の掘り込みである。 床面は 平担で軟弱 である。 主柱穴 は 径3 0Cm· 深さ2 0Cm

程 の も のが2 個確認され ただけである。 カ マ ドは確認されなかったが、 西壁に設けられていた

と推定され る。

遺物 出土量は 少 な く 、 すべて覆土中か らである。 器種は ヘ ラ で整形され る丸底 の土師器坪

形土器 、 刷 毛整形で器面が調整され る甕形土器などがみられ る。 すべて部分片 で図示で き る も

のは なか った。 （直井雅尚）

12 第70号住居址（第20 図、 第 7 図 版 ）

遺構 調査地東 側住居址群の北端に位置する。 北半分は 調査地外にか か り、 南隅を第67号住

居址に切 られる。 プ ラ ン は 一辺 6 .3 m 程の隅 丸方形になると思われ るが詳細は 不明である。 壁

は い く ぶん傾斜し、 南西壁で1 5Cm 内外の掘り込みになる。 床面は やや起伏があり軟弱である。

主柱穴は 南壁に沿って径4 0Cm で、 深さ3 0Cm と2 1cm の も のが2 個 ある。 この他、 内側に2 個、 東

側に1 個 の ピ ッ ト があり、 径50Cm程で、 深さ26 cm·19 cmを測る。

遺物 出土量は 少 な く 、 すべて小破 片 で図 示 で き る も のは な か った。 器種としては底部をヘ

ラ ケ ズ リ され る土師器・須恵器の坪形土器や、 内外面を刷 毛整形され 、 長胴になると思われる

甕形土器などがある。 （直井稚尚）

- 18-
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第21 図 第71号住居址実測図
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第22図 第71号住居址 出 土 土 器 (1)

13 第71 号住居址 （ 第21 · 22 · 23図 、 第 6 · 17 図 版）

遺構 調査地東側住居址群 中 に 位置 し 、 第67号住居址 • 井 戸址 2 に 切 ら れ 、 第84号住居址 を

切 る 。 プ ラ ン は 一辺 5. 3 m の 隅 丸方 形 で 、 主 軸 方 向 は N -65"-----W を 指す 。 壁 は 直 に 近 く 北壁10

cm · 東壁18cm · 南 壁25cm · 西壁17Cffi を 測 る 。 床 面 は 中 央 部 が や や 高 く な り 軟弱 で あ る 。 主柱穴

は 方形配列 で 4 個確認 さ れ た 。 規模は 径40- 70Cm で 、 深 さ 26- 56Cffi の 範 囲 に あ る 。 北壁沿 い の

も の に は 柱痕 で あ ろ う か 内 に 径20Cm程の ピ ッ ト が あ る 。 西壁中 央 や や 南寄 り に 設 け ら れ て い る

カ マ ド は 粘土製両袖形の も の で 、 両 袖 の 先端 部 に 長胴 の甕形土 器 を 逆位 に 立 て て構築す る と い

う 珍 ら し い あ り 方 で あ る 。 袖間 50Cm · 奥行60cm を 測 る が、 煙道 は 失 わ れ て い た 。 こ の他、 南 西

隅 に 98cm X 1 10Cm の 不整形 の貯蔵穴 が あ る 。 東側 に段 を も つ 壁は 直 に 近 く 、 底 部 は 凹 凸 があ り

深 さ 18- 22CID で あ る 。

遺物 出 土 量 は 多 く 、 ほ と ん ど が床 面 、 覆 土 下層 か ら の も の で あ る 。 器種 も す べ て 土師器で

あ る が、 J:不形 土 器 ・ 大小の甕形土 器 ・ 甑形土器 • 高坪形土 器 な ど 多 種 に わ た っ て い る 。 図示 し

た 1 - 9 ま での遺物は す べ て 床 面 及 び カ マ ド か ら 出土 し た も の で あ る 。 第 22図 1 · 2 は J:不形土

器 で 、 体 部 が内弯 し な が ら 立 ち 上 が り 、 2 の 口 緑端部 は わ ず か に 外 反 す る 。 底部は 丸底気味で

ヘ ラ に よ り 整形 さ れ る 。 2 は 内 面 を 黒色 処理 さ れ る 。 3 は 高 坪形土 器 の 脚部 で あ る 。 4 は甑形

土 器 の底 部 で あ る 。 第23図 1 - 3 は 長胴の甕形土 器 で あ る 。 1 は カ マ ド 内 か ら 出 土 し た も の で、

胴 部 が や や張 り 、 口 縁 が外反 す る 器形 を 呈 す 。 内 部 に 輪積み成形痕 を 残 し 、 体部下 半 は 二次焼成

を 強 く 受 け て い る 。 2 · 3 は と も に カ マ ド の 両 袖 の 先端 に 埋 め 込 ま れ て い た も の で 、 口縁部が

短 か く 外 反 す る 他 は 直線的 な 器形 で 、 長胴 • 平底 に な る 。 い ずれ も 外 面 は 縦方 向 に 刷毛で整形

さ れ 、 内 面 は横 方 向 の刷毛状或 い は箆状の エ 具 で の 整 形 で あ る 。 た だ 2 は 内 面 で も 部分 的 に 外

面 と 同 じ 刷 毛 で横方向 に 整 形 さ れ る 所 が あ り 、 ま た 3 も 外面 に 所 々 ヘ ラ ナ デ或 い は ケ ズ リ 様 ナ

デ が施 さ れ る 。 4 は カ マ ド 左脇の貯蔵穴 か ら 出 土 し た も の で 、 内外面 を ヘ ラ に よ り 丁寧 に 整形

さ れ 、 胴 部下 半 に 一 対の把手 を持 ち 、 一見 し て甑形土 器 に 似 る が、 底部 に 穿孔 は な い 。 5 は カ

マ ド 左脇の貯蔵 穴 か ら 出 土 し た 、 短 頚 で 肩 部 が張 る 小形の甕形土 器 で あ る 。 整形 は ヘ ラ で行 な

わ れ て お り 、 内 面 は こ の 器形 で は 珍 ら し く 黒色 処理 さ れ て い る 。 （竹内 稔）
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第23図 第71 号住居址出土土器 (2)
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第 24 回 第 72 号 住 居 址 実 測 図
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'.I 

第25図 第72号住居址出土土器 ( 1 - 4 ) 、 石器 (5 )

1 4  第 72号住居址 （ 第24 · 25図、 第 6 · 1 8 · 21 図版）

遺構 調査地の 西寄 り に 位 置 し 、 第85号住居址 、 及 び溝址 5 を 切 っ て い る 。 プ ラ ン は 長 軸 3.5

m x 南北 2. 7 m の 隅 丸長方形 を 呈 す 。 壁 は 直で北 • 西壁24Cm ・ 南 • 東壁22cm を 測 る 。 床 面 は か な り

-22-
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第26図 第73号住居址出土土器

凹凸があ り 軟弱で 、 その上に 20-40Cmの礫が

やや浮 いた状態で 散在している。 その他柱穴

・ カマ ドは な く 、 北壁 寄りに 90Cm X 60Cm ·深

さ15Cm程の規模の意味不明の 不整楕円形のピ

ッ ト がある。

遺物 出土量は 多 く な いが 、 ほと ん どが 床

面 ・ 覆 土 下層からの出 土である 。 1 は 覆土

下層出土の長胴形を呈する甕形土器で 、 頚部

•゚ • •  1 0 cm 
1 

゜ 2 m  

内面に鈍い稜があ り 、 そこから 口縁部が短 く

外反 し 、 f本部が やや張る器形に なる。 内外面を ヘ ラで整形されている 。 2 · 3は 坪形土器でい

ずれも床面出土である。 2は椀形・ 丸底で 口 縁部が わ ずかに外反するに対し、 3はf本部 と の接

第2 7図 第73号住居址実測図

点が稜に な り、 そこから内屈 し た 口 縁部は その上半から強 く 外反する器形に なる。 尚 3には 内

面が黒色処理され 十字の暗文がある。 4 は 覆土 下層出土の 高 杯形土器脚部片で 、 内面に給積み

成形痕を 明瞭に残 し 、 袖部が外開する ラ ッ パ状の器形に なる。 5は 覆土出 土の砥石である。 細

長 い 方柱状で 4 面すべて研磨に使 わ れており、 非 常に な めらかで 相対する 2面に縦方 向に1 本

ずつ溝が ある。 また両端に紐を通 し た と みられる孔が1個ずつ貫通 している。 （直井稚 尚）

1 5  第7 3号住居址（第26·27図 、 第 8図版）

遺構 遺構群西側 に位置 し 、 南半分は調査地外にかかる 。 プ ラ ンは 一辺 3. 2 m の 方形を呈す

る と 思 わ れ 、 南西軸は S - 60�E を指す。 壁は 直に近 く 、 掘 り込みは西壁 8cm · 北壁 30Cm · 東

壁1 9Cmを測る。 床面は平担で 軟弱である。 柱穴は 径 32cm · 深さ12cmのものが 1 個確認されたに

す ぎず、 配列状態は 不明で ある。 カマ ドは東壁 中 央に位置する と 思 わ れ 、 周辺に焼土の散布が

- 23-



認 め ら れ た が、 大部分調査地外 に か か り 詳細 は 不 明 で あ

る 。

遺物 出土量 は 多 く 、 床面 ・ 裂 土 か ら の出 土 で あ る 。

器 種 は 土 師 器坪 · 甕形土器 ・ 須恵器 が あ る 。 図示 し た 遺

物の う ち 1 · 2 · 4 は 覆土 下 層 、 3 は 床 面 東 壁焼土 中 か

ら の出 土 で あ る 。 1 は土師 器坪形 土 器 でロ ク ロ 目 が残 り 、

椀形の器 形 で あ る 。 内 面 は黒色処理 さ れ て い る が不完全

で あ る 。 2 は ロ ク ロ 成 形 さ れ糸切 り 底 を も つ 須恵器杯形

土器 で、 イ本部中 位 が わ ず か に く び れ て い る 。3 は 長胴形の

-<I. 

A、 ！
 � 

···-i 犀摩WffffA-... - - 占rn

土 師 器甕 形 土 器 で あ る 。 外 面 は 上部 を ロ ク ロ で、 下部 を 第28図 第74号住居址実測図

縦方向のヘ ラ ケ ズ リ で整形 さ れ 、 内 面 は 縦方向の刷毛で整形 さ れ たの ち 、 輪積み部分の隆起 を

指頭 で平滑化 し 、 更 に 斜方 向 に 板状工具で整形 さ れ る 。 4 は 大形の須恵器甕形土 器の口縁部付

近の破 片 で一 部 に 自 然釉 がか か り 、 内 外面 に ロ ク ロ 整形 痕 を 残 し て い る 。 （竹内 稔）

16 第74号住居址 （ 第28 図）

遺構 調査地西側 に位置す る が、 検出時の手違 い に よ り 西半 分 を 欠 い て い る 。 第75号住居址

を 切 る 。 規模 は 不 明 だ が、 方形 プ ラ ン を 呈 す も の と 思 わ れ る 。 壁 は 直 に 近 い が掘 り 込 み は lOCm

に 満 た な い 。 床面 は 平担で軟弱 で あ る 。 柱穴 · カ マ ド な どの施設 は確認で き な か っ た 。

遺物 覆土中 か ら 土師器甕形土器の胴部破 片 3 点 、 外面 に タ タ キ 目 を も っ た 須恵器甕形土器

破片 1 点 が出 土 し たのみ で あ る 。 い ずれ も 小破片 で図示で き な か っ た 。 （ 直井稚 尚 ）

17 第75号住居址 （ 第29 · 30 図）

遺構 調査地 西側 に位置す る が、 第75号住居址 及 び井戸址3 に よ り 切 ら れ て い て 、 北側3 分の

1 程 が残存 し て い る に す ぎ な い 。 プ ラ ン は 隅 丸不 整方形 を 呈 す と 思 わ れ る が規模等は 不 明 で あ る 。

壁の掘 り 込 み は 傾 斜 を 有 し 、 2 5-35 Cm を 測 る 。 床 は平担で軟弱 で あ る 。 柱穴 ・ カ マ ド な どの住

居址内施設 は な か っ た 。

遺物 す べ て 覆土 中 か ら の出 土 で あ る 。 量 は 少 な い が、 器種は土師器杯 ・ 甕 形土器 ・ 須恵器

杯及 び外面 に タ タ キ 目 の あ る 甕形土器 ・ 蓋形土 器等 が あ る 。 図示 し た も のは 坪形土器で、 1 は

土 師 器 、 2 · 3 は 須 恵 器 で あ る 。 1 は ロ ク ロ で成形 さ れ 、 底部は ヘ ラ に よ る 切離痕 を 残 し 、 内

面 を 黒色処理 さ れ る 。 2 · 3 は と も に 直線的 に 外開 す る 器形 で あ る が、 底部 を 欠 き 全形 を 知 り

得 な い 。 （ 直井雅尚 ）

\」J \ l ▽一丁 z 2 
゜ 1 0 cm 

第29図 第75号住居址出土土器 .. - - I 
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第30図 第75号住居址 、 井戸址 3 、 溝址 5 実測図

I 

0 \ 

I 

0 2 m 

第31 図 第76 · 80号住居址実測固
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第32図 第76 ( 1  - 3 ) · 77 ( 4 ) ·78 ( 5 ) 号住居址 出土土器

18 第7 6号住居址 （第31 · 32図、 第 8図版）

遺構 調査地中央やや西寄り に位置 し 、 第80号住居址を 切り、 第64 号住居址 によっ て東側半

分が 破壊される。 また南壁と その付近は調査地外 にかか っ ている。 プラ ン は 一辺 6. 7m のやや

隅 丸の 方形を呈 し 、 主軸方向はN -7 9�Wを指す 。 壁はやや傾斜を 有 し 北壁 35cm · 東壁 28Cm ·

西壁 29Cmの壁 高 に なる。 床面は平担で軟弱であ り、 第80号住居址の 床面 よ り 平均 し て約17cm程

低い 。 主柱穴は 北壁 に 沿 っ て 径 68 · 90Cm、 深さ 27 · 4 9Cmの 不整 円形のものを 2個確認 し た。 カ

マ ドは西壁 に 袖部の 一部であ ろ う と 思 わ れる焼土を伴う張り出 し を確認 し た にす ぎ ない。

遺物 す べ て 覆土中からの出土で量は 少 ない 。 土師器坪形土器、 須恵器坪• 甕形土器 な どの

器 種がみら れる。 図示 し た遺物はい ずれも須恵器坪形土器で、 内 外面 に ロ ク ロ 目 を残す。 1は

椀形で、 2 · 3は 直線的 に外開する 体 部 に な り、 口縁部は わ ずか に 外反する皿形の器形に なる。

底部は ヘ ラ 切離痕を残 し 丸味をもち、 外周 に 外開する 高台を付す。 （小林秀行）

19 第77 号住居址 （第32 · 33図、 第 9 ·18図版）

遺構 調査地西側住居址群の 南端 にあ り、 南側半分が調査地外 にかかる 為未確認である。 第

83 · 84 号住居址を切る。 プラ ン は 一辺 5.1 m の 方形を な すと思 わ れ、 主 軸 方 向はN - 50':_Wを

指す 。 壁は 直 に 近 く 西壁 20Cm · 北壁 29Cm · 東壁17cmの壁 高を 測る。 更 に西 • 北壁直下す ぺ て に

周溝が め ぐらされ て おり、 巾 20Cmで 深さは 床面より西壁 下 5cm、 北壁 下は中央が最深で 9cmを

測る。 床面は中央が や や 高 く 、 たたき し めら れ ており堅緻である。 柱穴は北西隅付近 に 径 38Cm

• 深さ 20Cmのもの1個を確認 し た。 カマ ドは東壁中央 に 設けら れ ているものと 思われ、ほとん ど

調査地外 にかか っ てい て全容は確認で き なか ったが、 枯土製 両 袖形のもので 片 袖 に 袖石を持ち、

奥行 き 約 90Cm、 更 に煙道が70Cm程延 び ていた。 床面中 央の主軸 に 対 し て 垂 直 に 走る溝は 巾 34Cm、

深さ 9cmを 測 り、 第83号住居址の周溝と 考 えら れる。
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第33図 第77号住居址実測図

遺物 床 面 ・ 覆土 か ら 出 土 し て い る が、 量 は あ ま り 多 く な い 。 器種 と し て は 土師器坪 · 甕形

土 器 がみ ら れ た 。 図示 し た 長胴の甕 形 土 器 は カ マ ド 内 に 横転 し て い た も ので 、 頚 部 は 明 確 で な

く 口縁部がゆ る く 外開 し 、 体部 は 直線的で体部中位付 近 に 最大形の あ る 器形 に な る 。 外 面 を 刷

毛状工具で整形 さ れ 、 内 面 に 輪積み 成形痕 を 残 し て い る 。 （ 石 上周蔵）

20 第78号住居址 （ 第 6 · 32 図 、 第 3 図版）

遺構 調査地中央付近 に位謹 し 、 第61号住居址 よ り 新 し い 。 南北軸は3 .06 m を 測 り 、 東 西軸

は調査手順の手違 い に よ り 不 明 で あ る が、 不 整 方形 を 呈 す る も の と 思 わ れ る 。 掘 り 込み は 直で

あ る が浅 く 、 10 cm に す ぎ な い 。 床 面 は 平担 で堅緻であ る 。 柱穴は な か っ た 。

遺物 出土 数4 点で、 覆土出土 で あ る 。 器種 は 土師 器甕形土器片 と 図示 し た 灰 釉 陶 器 で あ る 。

灰釉 陶 器 は 口縁部 が外反 す る 皿形の器形 を 呈 し 、 内 面の釉 は わ ず か に 緑色 を 帯 び て い る 。

（ 直井雅 尚 ）

21 第79号住居址 （ 第34 · 35 · 36 図 、 第10 · 21 図版）

遺構 調査地中央西寄 り の建物址 · 住居址群 中 に 位置 し 、 第8 2号住居址 を 切 り 第 2 号建物址

に 切 ら れ る 。 プ ラ ン は やや 不 整 な 隅 丸長方形 を な し 、 長 軸 7 .1 m ・ 短軸 5 .1 m の規模 を 持つ。

主軸方向 は 炉の位置 か ら み て 短軸 と 一致 し N -32 �E を 指す 。 壁 は や や傾斜 を 有 し 、 壁 高 は 北

壁22 cm · 東壁16 cm · 南壁15 Cm · 西壁18 cm を 測 る 。 床 面 は 平担 で非常 に 堅緻 で あ る が、 わ ず か に

西 に 傾 く 、 主柱穴は 方形配列 で各隅付近 に 4 個確認 さ れ た 。 規模は径24 -38 Cm で深 さ15 -36Cm

の範囲 に あ り 、 割 と 小形 な も の で あ る 。 炉は 北壁沿 いの柱穴間 内 側 に あ り 、 その形 態 は 主軸34

cm ・ 短軸24 cmの わ ずか に 窪 む 程 度 の 地 床 炉 で あ り 、 内 に 焼土 を 残 す 。 ま た 周 辺 に 炭化物 ・ 灰

の散在 が認め ら れ た 。
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第 34 図 第 79号住居 址実測図
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第 35 図

遺物 出 土 量 は 少 な く 、 す べ て 小破 片

で覆土 中 か ら で あ る 。 器種 に は 壺 ・ 甕 ・

高 坪形 土 器 な ど が あ る 。 第35 図 1 - 4 は

O 5 cm 
. .  ● 

第 36 図 第 79号住居址 出 土 石 器

壺形土 器 片 で 、 1 は 口縁部 が受 け 口の器形 に な り 、 頚部 に簾状文 がめ ぐ り 、 文 様帯以外は 赤色塗

彩 さ れ て い る 。 2 - 4 は 頚部 片 で櫛描平行線がめ ぐ る 。 5 · 6 は甕形土器の体部及 び頚部で、

櫛描波状文 と 簾状文 が施 さ れ て い る 。 こ の 他 石 製 品 に 飾 り 玉 様の磨 石 2 点 ( 1 · 2 ) が床面

南 西 隅 か ら 出 土 し て い る 。 2 点 と も 扁平長楕円形で、 1 は 一部 に 自 然面 を 残 す が、 2 は 全 面 に

わ た っ て よ く 研磨 さ れ て い る 。 端部 に 敲打痕 が見 ら れ る 点 は注意 さ れ る 。

- 28-
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第37図 第81号住居址実測図

22 第80号住居址 （ 第3 1 図 ）

遺構 調査地 中 央 や や 西寄 り に位 置 し 、 第76号住居址 に 切 ら れ 、 北壁及 び カ マ ド 付近 が わ ず

か に 残存 す る の み で あ る 。 プ ラ ン は 残 っ た 北 壁 よ り 推定 す る と 一辺 3. 3 m の 方形 を 呈す る も の

と 思 わ れ る 。 壁の掘 り 込 み は 18- 25Crn を 測 り 直 に 近 い 。 わ ず か に 残 っ た 床 面 は 平 担 で軟弱 で あ

る 。 カ マ ド は 北壁中 央 に つ く ら れ て お り 、 調査時 で は わ ず か に 片袖 の 痕跡 と 煙道 を 残 し て い た

に す ぎ な い 。 煙道 は 長 さ 1 . 1 m ・ 深 さ 1 6cm を 測 る 。 柱穴等は 不 明 で あ る 。

遺物 第76号住居址 に 切 ら れ て 遺構の残存 部 が極 わ ずか だ っ た の で、 遺物は数点の 土師器杯

形土器の 小破片 を 得 た の み で あ る 。 （ 直井雅 尚 ）

23 第81 号住居址 （ 第37 · 38図）

遺構 調査地中央南側 に 位 置 し 、 南側 半 分 以 上 は 調査地外 に か か り 未確 認で あ る 。 第 64号住

居址 に 西側 を 切 ら れ規模は 不 明 で あ る 。 プ ラ ン は 方形 を 呈す る も の と 思 わ れ 、 N -20'c_E の 主

軸 方向 に な る 模様 で あ る 。 壁 は30Cm の掘 り 込み で、 床 面 は 平担良好で西側へ緩 く 傾 む く 。 柱穴

は確認 で き な か っ た 。 カ マ ド は 北壁 中 央 や や 東寄 り に 設 け ら れ 、 両 袖 形 で壁外へ張 り 出 し 、 規

模 は 奥行80 cm · 袖 間70 cm ・ 煙道の 長 さ 1 . 6 m ・ 深 さ 15 cm を 測 る 大形 の も の で あ る 。 袖 間 に は

焼土 が レ ン ズ状 に 残 っ て お り 中 央部でlOCm の 厚 さ を 測 る 。
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第38図 第81 号住居址 出 土 土 器

遺物 調査で き た 面積 が狭 い た め 出 土 量 も 少 な く 、 す べ て 覆土 中 か ら で あ る 。 器 種 に は 土師

器甕形 土 器 ・ 須恵器坪 ・ 甕形土 器 等 が あ る 。 図示 し た遺物の う ち 1 は 須恵器坪形土器で、 体部

が直線的 に 外 開 し 底部 が平底状 を 呈 し 、 ヘ ラ ケ ズ リ 痕 が残 る 。 高 台 は 底 部外周 に 外 開 す る よ う

に 付着 さ れ る 。 2 · 3 は 土師器甕 形 土 器 で長胴 形 で 口 縁部 が短 か く 外反 し 、 体 部 が直線的 に な

る 点特色 が あ る 。 主整形は 2 が刷 毛 、 3 がヘ ラ 状工具 に よ る 。 （竹内 稔）

24 第82号住居址 （ 第39 · 40 · 41 図 、 第 1 1 · 1 9 · 21 図版 ）

遺構 調査地 中央 西寄 り の建物址 • 住居址群中 で最 も 古 い遺構で 、 第 68 · 79号住居址 に 切 ら

れ る 。 プ ラ ン は 全体的 に 丸味 を も っ た 隅 丸長 方 形 で 、 主 軸 方 向 を 真北 に と る 。 規模は 主軸 6. s m  

X 東 西軸 4. S m で あ る 。 壁 は や や傾斜 を 有 し 、 27- 30CID の 壁高 を 有 す る 。 床 面 は 平担 で中央部

は よ く つ き 固 め ら れ て お り 堅 い 。 主 柱穴 は 方形配列 で壁 よ り 内 側 で 4 個確認 さ れ た 。 規模は径36

- socm ・ 深 さ 1 5- SOCm と 不揃 い で あ る 。 炉 は 床 面 中 央 や や北寄 り の 北壁沿 い の 柱穴間内側 に あ

り 、 径 60Cm 程 の 円 形 の舟底状掘 り 込 み に 壺形 土 器 の 体 部下 半 を 埋設 し 、 そ の 周 囲 を 長 軸15cm程

の細長 い 河 原 石 で囲 っ て い る 。 炉内 は 炭 化物 が充満 し 、 掘 り 込み 内 に 焼 土 と 炭化物の堆積が み

ら れ た 。

遺 物 土 器 • 石 器 類 が得 ら れ た が、 量 は 少 な く す べ て 床 面 及 び そ の 直 上 か ら で あ る 。 器種に

は 壺 • 甕形土器等がみ ら れ る 。 図示 し た 土 器 は い ずれ も 壺形 土 器 で あ る 。 1 は 頚部 に横走す る

三 条 の 沈線間 を 斜行沈線文 を 充填 し た 横帯 文 と そ の 下 を 鋸歯文 で飾 り 、 無 文 部 分 は ヘ ラ ミ ガキ

さ れ て い る 。 内 面 は橙 色 で刷 毛 に よ り 整形 さ れ る が荒 れ て い る 。 2 は 体 部 上半 を 欠 き 床 面 に 炉

と し て 埋設 さ れ て い た も の で、 内 面 は 二次 的 な 熱 を う け て 非常 に 荒 れ て い る 。 3 は 南 西隅付近

の 床 面 に つ ぶ れ た状態で出土 し た も の で 、 内 外面 と も 刷毛 で整形 さ れ て お り 、 頚部 に 鋸歯文 を

伴 う 文様帯 を も っ て い る 。 内 面 は 黒色処理 を し た 如 く に 暗黒色 を 呈 し 荒 れ て い る 。 石 器 は 他の

遺構 に 比 し て 種類 が 多 い 。 1 · 2 は 磨 石 で 、 1 は 表 裏 に 摩 耗面 を持ち 、 石 質 は硬砂岩 で あ る 。 2

は 摩耗面 は 一 面 だ け で安 山 岩 製 で あ る 。 3 は 砂石 製 の 扁 平 な 砥 石 で 、 表 裏 の 主 面 の 中央 部 が わ

ず か に 凹状 に な る が各側 面 と も 使 用 さ れ て い る 。 4 は 石 包 丁 で 刃 部 先端 か ら 襄側 に か け て 使 用

に よ る 摩 耗 痕を も つ 。 ま た 表面稜 部 に 手 ずれ に よ る 摩耗 と 思 わ れ る 光沢 が あ る 。 側端部 に も え
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第39図 第82号住居址実測図

ぐ り を も ち 手 ずれの痕 が あ る 。 5 は 太形蛤刃 石斧の刃 部破 片 で斜向 す る 使 用痕 を も つ 。

（竹内 稔）

25 第83号住居址 （ 第42 · 43図 、 第 9 図版）

遺構 鯛査地西寄 り に 位置 し、 南側 3 分の 2 が調査地外 に か か り 、 残 り の東 半 分 を 第77号住居

址 に 切 ら れ る 。 残存部分 が少 な いので プ ラ ン ・ 規模 • 主軸方向 と も に 不 明 で あ る 。 壁 は 直 に 近

く 掘 ら れ 、 床面 ま で26-30Cm を 測 る 。 床 面 は平担で軟弱 で あ る 。 柱穴は北隅 に 1 個検出 さ れ径

46 cm · 深 さ5 1Cm を 測 る 。 他の2 個 は 本住居址の も の で は な い 。 調査範囲内 で は炉 に あ た る も の

は確認で き な か っ た 。
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第40図 第82号住居址出土石器
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遺物 調査面 積 が狭 か っ たので出土量 も 少 な く 、 土 器 片 が数点 あ る だ け で あ る 。 器種 に は 壺

・ 甕形土器等がみ ら れ る 。 拓影で示 し た 2 点の う ち 2 は焼成の非常 に 良好 な 淡 黄色 を 呈 す 壺形

土器体部上半片 で、 懸垂横帯文 が施 さ れ る 。 1 は甕形土器の頚部 で斜向 す る 櫛描条痕 文 で飾 る 。

（ 石上周蔵）

26 第84 号住居址 （ 第44 · 45 図 、 第 10 · 19 · 20 図版）

遺構 調査地東側住居址群 南寄 り に 位置 し 、 南西隅 コ ー ナ 一 部分 を 調査地外 に 残 し て い る 。 第

59 · 7 1 · 77号住居址及 び井戸址 1 に 東隅 を 切 ら れ る 。 プ ラ ン は や や 不 整 な 隅 丸長 方形 を 呈 し 、
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主軸 方 向 がN -22�W を 指 し 、 主軸 6 m X 短

軸 5 . 1 m の規模 で あ る 。 壁は ほ と ん ど が他の

遺 構 に 破壊 さ れ て 、 わ ず か に 北壁西隅 で27 Cm

• 東壁19cm · 南壁西半18 cmの壁高 数値が得 ら

れ た に す ぎ な い 。 床 面 は 黄色の砂質層 か ら な

っ て お り 凹 凸 がみ ら れ 、 柱穴間 内 側 は 堅 く つ

き 固 め ら れ て い た が、 他 は 軟弱 で あ る 。 柱穴

は 方形配列 で その規模 は 径50 -7 0Cm ・ 深 さ22

讐＼ 直＼号 2

参:_, O 5 cm 
量 ● ● 

第43図 第83号住居址出土土器拓影 ( 1 : 3 )  

-28 Cmの範囲 に あ る 。 炉 は 床 面 中 央や や北寄 り に 設 け ら れ 、 径53 cm ・ 深 さ 12 cmの円 形 ピ ッ ト 状

を 呈 し 壺形 土 器の体部下 半 を 埋設 し 、 内 部 に は 灰 • 炭化物が充満 し て い た 。

遺物 出 土 量 は 多 く 、 ほ と ん ど が床 面 及 び覆 土 下 層 か ら の出 土 で あ る 。 器種は壺 • 甕 • 浅鉢

• 高 坪 · 甑 ・ 蓋形土 器 等 多岐 に わ た る 。 壺 • 高坪形土 器 な ど に は 赤色塗彩 さ れ る も の が 多 い 。

図示 し た 遺物 は す べ て 床 面 出 土 で あ る 。 1 は 柱穴内 か ら 出 土 し た 半完形の高坪形土器で、 外面

と 坪部の内 面 に 赤色塗彩が施 さ れ て い る 。 2 は 底部 を 欠 く が浅鉢或 い は 高 坪形土 器 に な る と 思

わ れ る 。 内 外 面 と も 丁寧 に ヘ ラ ミ ガキ さ れ 赤色 塗 彩 が施 さ れ る 。 3 は 底部 を 欠 く 壺形土 器の体

部 下 半 で 、 炉体 と し て 床 面 に 埋設 さ れ て い た も ので あ る 。 外面 を ヘ ラ 、 内 面 を刷毛で整形 さ れ

て い る 。 4 · 5 は と も に甕形土器の頚部 及 び口縁部片 で あ る 。 4 は や や内弯気味 に 立 ち 上 が る 。

口 縁端部 と 体部 に振 巾 が小 さ く 細 か い 波状文 が櫛 に よ っ て 描 か れ 、 頚 部 に は簾状 文 が施文 さ れ

る 。 施文 に 使 用 さ れ た 櫛 は 全 て 同 一 で9 本歯の も の と み ら れ る 。 5 も 4 と 同 様 な 文様帯 を も つ

が、 口縁部の波状文 が施 さ れ な い 。 櫛 は 6 本歯の も の を 使 っ て お り 廉状文 は二段重ね に な っ て

い る 。 6 · 7 は 壺形 土 器の体部上半 で頚部 に 文様帯 を も つ も の で あ る 。 6 は 柱穴内 か ら 出 土 し

た も の で焼成 は 良 好 で 、 色 調 は 黄褐色 を 呈 し て い る が、 文様帯 を 除 く 外面全部 と 内 面の頚部以
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第44図 第84号住居址実測図

... - - 2 m 
I 

上 に 赤色塗彩 さ れ た痕 が明 瞭 に残 っ て い る 。 文様帯の施文順序 は 、 ① ま ず8 本の歯 を も つ櫛 に

よ っ て 上 か ら 2 条の波状文 を描 く 、 ② その上下 に 横方向の沈線 を 引 く 、 ③）鋸歯文の外枠 を 引 く 、

④鋸歯 文の内 部沈線 を 充填す る 、 ⑤ボ タ ン 状の貼付文 を 貼 り つ け る 、 と い う 工程 と み ら れ る 。

整形は 文様帯の付近 と 内面 は刷毛状工具で、 他の外面 は ヘ ラ ミ ガキ さ れ て い る 。 7 は 本住居址

か ら 出 土 し たのは 頚部以下で あ る が、 第 2 次調査 （昭和53 年度） の際 、 土拡5 か ら 出 土 し た 口

縁部 と 接合 し たの で その形で図示 し た 。 文様帯 は 頚 部 に 横方向 に 4 本の平行沈線 を 引 き 、 その

下 に 鋸歯文 を 配 し て い る 。 整 形 は 文 様帯付近 と 内 面の所 々 に刷毛、 他 は ヘ ラ が使 わ れ て い る 。

頚部以上は内外面 と も 赤色塗彩 さ れ 、 文 様帯 に も 施 さ れ て い た 痕跡 が あ る 。 文様帯以下の体部
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第45図 第84号住居址出 土 土 器

に は 隣 と 2 - 5 Cm の 間 隔 を お き な が ら 、 配列 は 不 規則 だ が巾 o. 5- 1 cm の線状 で縦方向 に 赤色

が残 っ て い る 。 し か し こ れ は液状の塗料が単 に ぬ ら れ て い た と 思 わ れ る 状態 で 、 全 面 に 磨 き 込

ま れ た 痕 と す る に は 問題 が あ る 。 拓影の 8 は 赤色塗彩 さ れ る 壺形 土 器 の 胴 部 で 、 縦方向 に ヘ ラ

描綾杉文 が配 さ れ 、 文様内 は 赤色塗彩 さ れ な い 。 （ 小林秀行）
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第46図 第85号住居址実測図

27 第85号住居址 （ 第46 · 47 図 、 第 12 · 2 1 図版）

.... - - 2 m 
I 

遺構 調査地西寄 り に 位置 し 、 第72号住居址 に 西壁の一部 を破壊 さ れ て い る 。 プ ラ ン は 南北

軸 5 .6 m X 東西 5 .4 m のやや不 整 な 方形 を 呈 し 主軸はN -45 "-----W を 指す 。 壁は傾斜 を 有 し 北壁

l OCm · 東壁19cm · 南壁14 cm · 西壁13cm を 測 る 。 床 面 は 中 央部は踏み し め ら れ て い て 非 常 に 堅緻

で、 その外周 部 も 良 好 で あ る 。 西壁の一部 を 切 る 第72号住居址床 面 よ り 床 面 が3 cm ば か り 低 く 、

破壊 を ま ぬ がれ て い た 。 柱穴の数 は 多 く 、 全部で9 個検出 さ れ た が、 主柱穴は 不整方形配列の

内側の 4 個 で あ る 。 規模は 径32 -5 0Cm ・ 深 さ27 -32Cmの範囲 に あ る 。 炉 は 床 面 中 央 や や北寄 り 、

北壁に沿 う 柱穴の中 間 に位謹す る 地床炉で、 径 1 m に 及 ぶ灰の広 が り を 伴 っ て 、 径3 4Cm · 厚 さ

5 cmの焼土 を 残 し て い る 。 こ の他検出時か ら 壁 に 沿 っ て 焼土 粒 が連 な り 、 更 に 覆土 中 を 掘 り 進

む に 従 い 、 下層 に 多量の焼土粒及 び炭化物 が残 っ て い た 。

遺物 土器 • 石 器の出土 が あ っ た が量 は 少 な い 。 床 面 ・ 覆土 中 か ら の出 土 で あ る 。 土 器 は 体

部 が球形 に 近 い甕形土器 、 赤色塗彩 さ れ脚 部 に 3 孔 を 有 す る 小形器台形土器 等 が あ る 。 い ずれ

- 37-



•゚ • •  5 cm 
I 

第4 7図

← ..,. 

第85号住居址 出土 石 器 ・ 土 器

•゚ • •  1 0 cm 
コ

も 小破 片 で 、 図示で き た も の は 1 点 に す ぎ な い 。 石 器 は所謂太形蛤刃 石斧 で 、 東壁下の床 面 か

ら 出 土 し た 。 刃 部 は 使 用 に よ っ て つ ぶ れ 細 か い敲打痕 を 残 し て い る 。 基部 か ら 刃 部 に か け て 肩

を 有 し 、 最 大 巾 は 刃部 に あ る 。 使 用 痕の方向、 刃部角の欠損、 成形時の敲打痕の残存状態 か ら

平 行 刃 斧 （縦斧） で あ る と 思 わ れ る 。 再使 用 品 で あ ろ う 。 （竹内 稔）

第86号 住居址 （ 第48 · 62図）28 

遺構 調査地西端の第66号住居址の上部 に 存 在 し た が、 当 初検出面 を 低 く 設定 し た 為鯛査地

の境 界 壁の断面の 中 で捉 え ら れ た 。 プ ラ ン ・ 主軸方向等全 く 不 明 で あ る が、 断面 中の床面の長

さ は 3 .8 m を 測 る 。 壁は傾斜があ り 、 25 -3 0Cmの掘 り 込 み を も つ 。 中 央 に 径65cm · 深 さ25cm程

の ピ ッ ト が あ る 。 床 面 上 に は 4 - 1 ocmの炭化物 ・ 灰 を 含 む層 があ り 、 土 器片が出土 し て い る 。

遺物 土師器坪 • 甕形土器の破片 が数 点得 ら れ た 。 坪形土 器 は ロ ク ロ 目 を 顕著 に 残 し 、 糸切

り 底 を も ち 内 面黒色処理 さ れ る も の であ る 。 甕 形 土 器 は 上 部 が ロ ク ロ 整形 さ れ 、 下部 は ヘ ラ ケ

ズ リ さ れ る 。 （ 直井雅 尚 ）
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第2 節 柱穴群

1 第1 号建物址 （第49図、 第 7図版）

遺構 調査地最東端に あり、 8 本柱で東西1間 • 南北 3 間の 間取 りを持つもので ある。 第69号

住居址を P 2 · P  3が切 っている。 長 軸は N - 29"--E の 方 向に なる。 短軸方 向の1 間の距離は

3.1 m ·  長 軸方 向の1 間は平均して1. 65 m を測るが、 P 1 - P  2 、 P 7 - P  8 間は 2m 近 く 間

隔に ばらつ きがみられる。 ピッ ト は P 2 · 3 · 8が隅 丸の 方形を 呈するが 、 全 体に楕円形に近

い形状で ある。 長 軸の長 さ 5 0- 70Cm 、 深 さ は p 4が12cmで ある以外は約 20Cmで ある。 P 2 · 3 

. 4には 直径lOCm前後の柱痕が確認 さ れた。

遺物 遺物の出土はみら れ なか った。

2 第 2 号建物址（第5 0図 、 第12図版）

遺構 調査地中央部に位躍し 、 第

79号住居址を切る。 掘り方は10個確

認 さ れN - 25�E に 長 軸 方 向を取り、

2間 ・ 3間の 方形配列を呈する柱穴

群で ある。 長 軸方 向の1間は 1. 3m

・ 短軸方 向においては1. 8. mを測る。

掘り方は O. 7-1. 0 m の 円形で 、 深

さ17- 33cmで あるがほぼ同一 な 規模

を持つ 。 壁は 直で 、 床面は平担で あ

る。 全 体の配列の中で p 5 が やや短

軸方 向において北側へ ずれる。

遺物 掘り 方及び上面からこの 遺

構に 関与すると思 わ れる出土遺物は

なか った。

3 第 3 号建物址（第51図 、 第12図版）

遺構 調査地中央部、 第 2 号建物

址の北側に あ り 、 11個の掘り方の配

列によって想定 さ れる。 長 軸の方 角

はN - 38�E を指し 、 長 軸 3 間 ・ 短
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第52 その他の 柱穴群実測図 ( 1 )

軸2 間、 1 間の間隔は長軸方向 1 . 3m ・ 短軸方向 1 .7m を測る。 第 2 号建物址と ほ ぼ同様な規

模を持つものと思われるが、 西側にお ける長軸方向の掘り方は 規則的な距離にならず、 東 側と

は 不調和である。 また中央にPll がある点異なる。 形状は 不整円形であり、 規模も O.7 m ( P  

3 · P  4 ) -1 . 2 m ( P  1 · P 6 ) と差が大きい 。 深さは12 cm -2 scmの範囲にあるが23cm 前後の
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も の が 多 い 。 壁は垂直で、 底 面 は 平担 で あ る 。

遺物 掘 り 方 内 及 び上面 か ら も こ の遺構 に 関係 あ る 遺物の出 土 は な か っ た 。

4 その他の柱穴群 （ 第52 · 53図）

遺構 2 軒の建物址 と 共 に 調査地中央部南側 に 集 中 す る 。 建物址の柱穴 に 比べ る と よ り 方形

を 呈 す る 。 径 o. 3- 1 .  5 m ·  深 さ 1 5cm - 73cm と 規模 に 大小 は あ る が、 第 2号建物址の P 5 を 切

る 柱穴を 項点 と し て 、 ほ ぼ南北 ・ 東 西方向 に 展 開 す る 。 柱穴列 と し ての形態 は と ら な い 。 中 に

は 柱痕の可能性 あ る ピ ッ ト を 内 包 す る も の も あ る 。

遺物 掘 り 方 内 及 び上面 か ら 本遺構に 関係す る 遺物の出 土 は な か っ た 。 （竹内 稔）

第 3 節 井戸状遺構

l 井戸址 1 ( 第 2 図 、 第 2 図版）

遺構 調査地南東端 に あ り 、 第57 · 84号住居址 を 切 る 。 上部 プ ラ ン は 直径 1 . 5 m の円 形 を 呈

し 、 第57号住居址検出 面 よ り 深 さ z m を 測 る 。 壁 は ほ ぼ垂直で、 底 面 は l OCm程北 に 傾 い て い た 。

遺物 出 土 量 は ほ と ん ど な く 、 土 師 器 ・ 須恵器片数点 を 得 た に す ぎ な い 。

2 井戸址 2 ( 第54 · 55 · 56図 、 第22図版）

遺構 調査地 東 方 、 第 1 号建物址の西側 に位置 し 第69 · 71号住居址 を 切 る 。 平面形は ほ ぼ円

形 で直径 は 検出 面 に お い て 3 m 、 底面 では 1 . 5 m を 測 る 。 深 さ 1 . 8 m と 他の井戸址 に 比ぺ浅 く 、

底部 に ゆ く ほ ど狭 く な る播鉢状 を 呈

す る 。 底 面 は 平担 で あ る 。

遺物 出 土量 は 少 な い 。 土 器 は 弥

生時代の丹塗土器片の他、 土師器 ・

須恵器の小片 が十数点出 土 し て い る

に す ぎ な い 。 図示 し た も の は 1 の外

面 を 丁寧 に ヘ ラ ミ ガキ し た 短頚壺形

土 器 、 2 の 内 面 黒色 を 呈 す る 小形甕

形 土 器 、 3 の扁 平 な つ ま み を持 つ 須

恵器蓋形土 器 で あ る 。 ま た 針葉樹の

材 を 割 り 裂 き 、 鈍 い 利器で小口 を 断

ち 切 っ た 薄板 が 1 点出土 し て い る 。

ー
。

\
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第53図 そ の他の柱穴群実測図 (2)
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第56図 井戸址 2 ( 1 )  · 3  ( 2 · 3 ) 出土土器拓影

3 井戸址3 ( 第3 0 · 5 6図 、 第14 図版）

遺構 調査地北西隅 に あ り 、 第75号住居址の大半 を 切 る 。 平 面 は ス テ ッ プ状の中段 を持つ不

整 円 形 で 、 上部最大径4 m · 底 面 1. 1 m の断面播鉢状 を 呈 す る 。 検 出 面 よ り 底面 ま で2 m 、 中

段 ま で 1 m を 測 る 。

遺物 出 土量 は 少 な く 、 木 葉痕 を 有 し 二次焼成 を う け た 土師器長胴甕形土器底部、 内面黒色

処理 を施 さ れ た 糸 切 り 痕 を 持 つ 土師器坪形 土 器底 部 が出 土 し て い る 。

4 井戸址4 ( 第54 · 55 図 、 第 14 図版）

遺構 調査地東隅住居址群 内 に あ り 、 第60 · 69号住居址 を 切 る 。 平 面 形 は ほ ぼ円形で、 検出

面 に お け る 直径 は 約 2.5 m ·  底 面 l m ・ 深 さ 1 .7 m を 測 る 。 直 に 近 い 壁面 を 呈 す 。

遺 物 出 土 量 は 少 な い 。 赤色塗彩 さ れ た 壺形 土 器 、 土師器甕形 土 器 、 須恵器 コ ッ プ ・ 蓋 • 甕

形 土 器片 等 が出 土 し て い る 。 （竹内 稔）

第 4 節 溝状遺構

l 溝址2 ( 第57 · 58 図 、 第 13 · 2 0図版）

遺構 調査地東方住居址群の北側 に お い て 第60 · 67 · 7 0号住居址 に 切 ら れ る 。 南側 に 中 心 を

お い て 東西 方 向 に弧 を 描 く 断面 U 字状の遺構で あ る 。 長 さ 約l l m 、 幅 は ほ ぼ o. 6 m で あ る が、

深 さ は 西 方端 が13 cm で あ る の に 対 し 東方の最深部では35cm を 測 る 。 検 出 面の レ ベ ル は 東 西 に お

い て3 0Cmの差 が あ る 点、 フ ラ ッ ト で な い 面へ掘 り 込 ん だ 可能性 も あ る 。

遺物 覆土中 か ら の出 土 は 土 器破 片 が数点 あ る のみ だ が、 中 央部 及 び西寄 り の底面 よ り 半完

形 品 が出 土 し て い る 。 1
ー
か ら 出 土 し た甕形土 器 で、 口縁部が 「 く 」 の字形 に 外開

し 端部 に 至 っ て 内弯 し 、 最大径 がf本部中央やや上方 に あ る 器形 に な る 。 施文 は 8 本の歯 を も つ

櫛状工具に よ り 頚部 に 廉状文 、 体部上 半 に 「 ハ 」 の字 を く り 返す 斜行条線文、 ま た 口唇部に刻

み を 施す 。 2 は 中 央部の底面 よ り 出土 し た も ので、 底部 を 欠 く だ け の半完形 品 で あ る 。 体部中

央 が 「 く 」 の字形 に張 り 、 頚部 に か け て 大 き く つ ぼ ま り 、 その ま ま 口縁部 に 至 り 端部 が わ ず か
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第57図 溝址 2 · 3 実測図
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第58図 溝址 2 出土土器
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に外反 する器形を呈す。 施文は 4 本歯の櫛状工具 で頚部 と イ本部

中央に平行沈線文をめ ぐ らし文様帯を画し、 その中を同 じ 櫛 で

描 いた連 続する綾杉状の斜行条線文で埋 めている。 内面下 部に

刷毛整形がある他は ヨ コ ナ デ と ミ ガ キ 様 タ テ ヘ ラ ナ デ整形であ

る。

2 溝址3 ( 第57 図 、 第1 4図 版 ）

遺 構 溝址2 の南方に位置し、 第67号住居址床面精査の際確

認され た。 形状は 不整形 であるが溝址2 の南部にあって調和的

な弧乃至は 一辺 2m の方形を呈するよ う にも見える。 巾 は o.5 

- o. 7 m ·  深さ13cmを測り、 底面には 凹 凸 が見られる。

遺物 非 常に少なく10 数点の土器片があるのみで 、 すべて上

部検出面からの出土である。 上部に住居址があり土師器坪形土

器片 がみられたが、 櫛描波状文を有する甕形土器片 が出土して

いる点注意される。

＼
 

―喩勿／／加勿ノ忽
一

3 溝址 4 ( 第59 図）

遺構 調査地中央部北側に位置し、 第 Z · 3 号建物址の西方

にあって、 南北方向に直線的に延びる遺構である。 長さ 5 . 5 m 

． 巾 o.6 m - o. 9 m· 深さlOCrn を測り、 遺構中央部に一部深さ

25 cm の楕 円形の ピ ッ ト が存する。 壁は 直 に落ち、 底面は平担である。

遺物 出土遺物は なかった。

ー、一
0
』

2 m 
j 

第59図 溝址 4 実測図

4 溝址5 ( 第30 図 ）

遺 構 調査地西側に お いて南北方向に延び、 南端を第72号住居址によっ て切られる。長さ2 .5 

m ・ 巾 o.2 m ・ 深さ35cm を測り、 巾 の割に深い。 遺物が得 られず、 時期 ・性格は 不明である。

遺物 遺物の出土は みられなかった。 （竹内 稔）

第 5 節 その他の遺物 （第60 · 61 図 、 第22図版）

遺構に伴わない遺物を と り上 げる。 調査地は遺構が密集 するため、 みるべきものは そのほと

ん どが遺構 と 関連し、 包 含 層 出土のものは 意外 と 少ない。

縄文時代（第61 図 1 ) 土器接合中発見したもので、 出土位置は 不明である。 口縁部外面に

太 い2 条の沈線をめ ぐ ら し 隆帯をつくり出し、 内面にも1 条の沈線がめ ぐ る晩期 に属する深鉢
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第60図 そ の他の出土土器 ( 1 - 6 ) . 石 器 ( 7 - 9 ) · 鉄器 ( 10)

形土器で、 3 次 に 亘 る 調査の中 で唯一の縄文時代 資料 で あ る 。

弥生時代 （ 第61 図 2 -10 ) す べ て 破 片 で 、 拓 影 で その文 様 が施 さ れ る 部位のみ提示 し た 。

2 · 3 は甕形土器の口縁部付近片 で、 2 は 口 唇 部 に 列 点様刻 み を 入 れ 、 その下部 に 波状 文 を め

ぐ ら し 頚部 に 簾状文 を施す。 3 に は振巾の大 き い ヘ ラ 描 き 波状文 が 口 縁部 全体 に施文 さ れ る 。

他は壺形土器片で、 口縁部 ( 5 ) . 頚部 ( 4 · 10 ) 及 び体部 ( 6 - 9 ) の部位で あ る 。 10 は他

の も の よ り 先行す る 土器で、 頚部 く び れ部 に 粘土 が貼 り つ け ら れ 、 その上 を 縄 文 で施文 さ れ 、

その下方 に 太 い 棒状工具で横走 す る 沈線 を め ぐ ら す 。 他 は 同時期の も の と 思 わ れ 、 5 は 口縁が

受 口 に な り 、 逆方向のヘ ラ 描 き 斜行粂線 を 組 み 合 わ せ る 文様 に な り 、 口 唇部付近 及 び内 面 は 赤

色塗彩 さ れ る 。 4 は簾状文 で、 6 は 横走 す る 平 行沈線下の内 を 斜行条線で埋め る 鋸歯文 を 組合

せ 、 更 に 8 に は平 行沈線文 下 に 簾状文 を 入 れ た も の、 7 は 鋸歯文の上 に 2 本の平行 沈線 文 内 を
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第61 固 そ の他 の 出 土 土 器拓影

斜行 す る 条線 で う め た 文様帯 を 構成 す る 。 こ の 他 9 に は ボ タ ン 状貼 付 文 が あ る 。

古墳時代 （ 第60図 6 ) 所謂S 字状 口 縁 を も つ甕形土 器 片 で 、 第84号住居址 プ ラ ン 追求 中 に

発 見 し た 。 頚 部 が強 く 屈 開 し 、 口 縁外 部 は S 字状 を な し そ の稜 は 鈍 い 。 整 形 は 頚 部下 肩部 に か

け タ テ 方向 の刷 毛 ナ デ が施 さ れ 、 肩 部 に ヨ コ 方 向 に 同工具 に よ る 1 回 の ナ デ が認 め ら れ 、 そ の

痕跡 は 良 く 残 っ て い る 。 色 調 は 淡 白 褐色 で あ る 。

歴史時代 （ 第60図 1 - 5 ) 1 - 3 は 須恵器杯形土 器 で 、 2 · 3 は ロ ク ロ か ら の 切 り 離 し を

ヘ ラ に よ っ て お り 、 3 に は 外 開 す る 低 い 高 台 が付 さ れ る 。 1 の 切離 は糸 に よ り そ の痕跡 を残 し

て い る 。 4 は ロ ク ロ 水 引 技法 に よ り つ く り 出 さ れ た 土 師 器甕形土器 で あ る 。 5 は灰釉陶器で、

や や 青 み が か っ た 透 明 の 釉 が か か る 。

石 器 • 鉄製品 （ 第60図 7 - 10) 第60図 8 は 粘板岩 製の打製石 斧 で片 面 と 刃 部 が著 し く 摩 耗

し て い る 。 9 は 2 孔 を 有 す る 粘板 岩 製 石 包 丁 、 7 は 白 色 の凝灰岩製砥石 で あ る 。 ま た 図示 で き な

か っ た が、 第59号住居址 か ら 4 点出 土 し た 長 さ 1 5Cm 前後の河原石 が調査地東隅 よ り 10点採集 さ

れ て い る 。 そ の 他鉄製 刀 子 が 1 点出 土 し て い る 。 （ 矢 口忠良）
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XJI 

I 茶褐色砂層

II 黄褐色砂層

皿 黒褐色粘質土 （焼土 ・ 炭化物含）

1V 皿 に 黄色土 ま じ り

V 黒色粘質土層

VI 灰黒色土層 （灰混 り ）

珊 黄褐色 粘土層

渭 灰褐色粘 質土層

IX 茶色粘質土層

X 灰黒色粘質土層 （ 炭化物 を 含 む）

XI 黒色粘質土層

川 黄色粘質土層

遣 黄褐色粘質土層

� 

第62図 調査地西端土 層 図 （ 第86号住居址付近）
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3 ヵ年3 次に亘 っ て 約22 00m' を調査し、 そ の日数47日を要した。 調査地内は 隙間のない程、

あるものは 重複関係をもちながら弥生時代中期 から平安時代後期 の遺構が密 集 する。

第 1 - 3 次調査で住居址86 軒・建物址3 軒 ． 柱穴群3ヶ 所・土砿7 基・方形周溝墓1 基 • 溝

址5ヶ 所及び井戸址 4 基の 多様種類の遺構を検出 し、 このうち今回の調査では 住居址番号59 -

86 の27 軒・建物址3 軒． 柱穴群 1 ヵ 所・溝址 4ヶ 所 • 井戸址 4 基を確認検出 した。

以上の調査結果をもとに時代別に瞥 見し、 理解して い る範囲 で問題点を整理して みたい。 尚

第 1 · 2 次調査の結果は長野市の埋蔵文化財第 4·5 集 に報告書として 提示して あるので参照
（註 1 )

にされたい。

縄文時代 今回の調査で包含層 から口縁部に2 条の沈線がめ ぐ る晩期 に編年されるであろう

粗製 の深鉢形土器片が 1 点のみ出土して い る。 外縁の磨耗がほ とんどな い 点、 又周辺の遺跡か
（註 2 )

ら少量ながら出土例があるので、 この時期 に小規模な遺跡が存在した可能性がある。

弥生時代 第 1 次調査で第1 4·28 · 29 · 3 0号住居址の 4 軒、 土砿1 - 3 の3 基を、 第 2 次調

査で第 43 · 55 -58 号住居址の5 軒、 方形周溝墓 l 基、 溝址1ヶ 所、 土拡5 - 7 の3 基を、 今回

の調査で第68 · 79·82 -8 4号住居址の5 軒、 溝2 の1ヶ 所を検出した。

このうち土器等から中期 に編年されるものは 、 第 14 · 29 ·3 0· 43 · 57 · 58 住居址の6 軒、土

砿 1 · 3 · 4 の3 基及び方形周溝墓、 溝址 1 · 2 の2ヶ 所が該期 にあたると思われる。

遺物からみると第1 4 · 29 · 3 0号 住居址に懸垂横帯 文 ・ 列点文及び磨消縄文を用 い た横帯区画

文等文様に古い要素を残す土器を伴う住居址で、 他のもの よ り先行すると考えて い る。 ただ第

1 4 · 56·57 号 住居址の拓影の中 に後出 の遺物が数点混入して い る。 ま ぎれ込みであろう。 他の

遺構のものは 、 受 口 口縁 壺形土器には 縄文地に山形沈線文が施され、 甕形土器も同様であり、
単純に外開 するものは 端部が面取りされその上に縄文 又は箆によ る連 続剌突 文的押 引 きが施こ

されるものが一般 的である。 頚部文様は 横走する太 い 沈線を基調とし、 そ の間を押 引 文とが先

行する古い要素をもつ縄文 及び隆帯文が用 い られる。 前記した遺構・遺物と接続する関係にあ

るものと考えられる。 甕形土器は 口縁部が強く外開し、 最 大径がこの部にあり、 体部は 後述す

るもの よ り直線的になるものと、 頚部が立ち上がっ た後緩 く 短か く 外開する口縁部になり、 肩

部がい く ぶん張 っ て 体部下 半は 丸味をもっ て 底部に接続する2 形態ある。 後者は 最大径が体部

中位にあり、 砲弾形態になるものである。 口縁部の文様は 壺形土器の項で述べ たとおり、 前・後者

共通して い るが、 前者の頚部以 下の施文は櫛描波状文、 それを縦に切るT 字状文がある。 この
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施文上端 に ボ タ ン 状貼付文 が付 さ れ る 例外的 な も の を 除 い て 、 前記 し た も の が一般 的 な 文様構

成 で あ る 。 後 者 に は こ れ ら の 文 様 が用 い ら れ ず箆描 き に よ る 列 点 文 と 右下 が り の斜行条線及 び

平行沈線文 に よ っ て施文 さ れ る 方法 で 、 こ れ は た ぶ ん こ の 時期特有の も の と 考 え ら れ 、 南信の
（註 3 )

北原式 土 器 と の 関係 を 思 わ せ る 重要 な 資 料で あ る 。 施文 に お い て こ の 時期 の櫛 描 文 は 回転へ の

指向 を 目 ざ し 、 箆描文は そ れ を 念頭 に お き な が ら 回転 に 不 向 き な 大形器形 （壺） の施文へ と 文

様分化 し た も の と 考 え て い る 。 そ れ故 こ れ がや がて 、 壺形土 器 の 頚部文様帯 を 規制 す る 重要 な

要 素 に な っ て く る と 思 わ れ る 。 こ の 他第58号住居 址 の炉 に 用 い ら れ て い た 壺形 土 器 は 、 頚部 か ら

体部上 半 の も の で あ る が、 ハ 又 はX 字 文 を 基点 に 粗 く 浅 い箆描 き に よ り 、 三角 文 あ る い は 菱形

文 を 意 図 し て い る よ う に 思 え 、 そ の 系 譜 は 畿 内 の 木葉文 を 模 し て い る と 考 え る の は ど う で あ ろ

う か。 本地 に お い て 器形 ・ 文様構成 に お い て 新知 見 の も の で あ る 。 石 器 に は 太形應合刃 の ほ ぼ完

形 を 含 め 断片 を 包 含層 よ り 得 て い る が、 完形の も の は 第85号住居址 の も の 1 点 が あ る 。 こ れ は
（註 4 )

敲 打 器 と し て の再利用 さ れ た も の で 、 本 来的 な 利 器 と し て の あ り 方 と 異 な っ て い る 点注 目 し た

ぃ 。 こ れ に 反 し 磨製 石 包 丁 は住居址出 土 の も の が 多 い 点注 目 さ れ 、 そ の 用途 が生 産地 に お け る

生産物 と 密接 に 関与す る と い う こ と に 帰結 さ れ る こ と を 物 語 っ て い る 。 生 産 物 と は 従来 の 説の

と お り 水稲栽培 を 考 え て い る 。 し か し こ れ が普遍的 に 各住居址遺構 か ら 見 ら れ な く 、 5 点中 3

点 が第57住居址 か ら 出土 し た 点 、 栽培管理 の 集約 が こ こ に あ っ た の では な い か と 考 え て い る 。

遺構 に つ い て は 、 後 出 の遺構 と 重複関係 及 び調査外 に か か る も の が 多 く 、 全容 を 知 り う る も

の は な い が、 そ の形態は長方形状 を 呈す る も の と 推察 さ れ る 。 こ れ ら の遺構 か ら 柱穴は確認で
（註 5 )

き な か っ た が、 徳間遺跡 に み ら れ る よ う に 4 個 方形配列が想定 さ れ る 。 床 面 は 平坦 で軟弱 で あ

る が、 次 期 に 比定 さ れ る も の も 含 ま れ る が、 住居址内 に 土砿 を 内 包 し 、 そ の 上部が貼 り 床 さ れ

る と い う 特色 が あ る 。 炉 は 住居址中央 よ り に 主軸線 に 沿 っ て 奥 ま っ た 柱穴間 よ り 内側 に あ り 、

そ の 形態 は地床炉 で あ る 。 し か し 第58号住居址 の よ う に 、 そ の 上 に 土 器 を 設置す る と い う 形態

に 注 目 さ れ る 。 こ の あ り 方 は こ れ よ り 後 出 であ る 水内坐一 元神社遠跡第 4 号住居址 に 認 め ら れ
（註 6 )
て い る 。 土砿は住居址内 又 は そ れ に 関与す る 位置 に あ る こ と は 先 に 触 れ た と こ ろ で あ る が、 そ

の形態は 整 っ て お り 、 殺土 に は 炭化 し た 植物の灰 が泥炭化 し て 詰 っ て お り 、 そ の性格 を 墓拡 と し

て 理解 を 求 め た い が、 そ の 土 質 に お い て 、 ア ル カ リ 物質 は 残存す る 可能性 が あ る の に そ の痕跡は

土 層 に お い て も 確認で き な か っ た 。 む し ろ籾 ・ 雑穀類 は壺形土器へ、 こ れ に た い し 芋類 を は じ め

と す る 根菜類 を 保存す る た め こ の よ う な 施設 が必 要 では な か っ た か と 考 え て い る 。 次 に 方形周

溝墓 を は じ め と す る 溝址 の あ り 方の 間題 で あ る 。 方形周 溝墓 は 午王堂山 Il 形態 の 全周 す る 溝の

北辺中央部 に 陸橋部 を 有す る も の で あ る が、 こ こ で問題 に な る の は そ の 立地 と 関連遺構 と の 関

係 で あ る 。 県 内 に お い て 伊那谷 では河岸段丘上 に 、 千曲 川 水系 で も や は り 河岸段丘的 な 扇状地端

部等 に 位置 し 、 初源的古墳 と の 関係 か ら 水 田 等 の 生 産地 を 見下す地点 に あ る の が一般的位置 と
（註 8 )

考 え ら れ て い る 。 と こ ろ が こ の遺構 が存 在 す る 場所は 自 然提防上で、 そ れ も 生 活遺構内 に 存 す る

と い う 点で、 首 長 者 層 墓 の あ り 方 を 考 え る に 重 要 な こ と を 示唆 し て い る よ う に 思 え る 。 即 ち 墓域

を形成す る初源的 な も ので、 溝 と 主1本部の掘 り 込 み は そ の 深 さ お い て 大差 な く 浅 い も の で あ り、 そ
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れ故 に それ程の土盛 が想定 で き な い と い う こ と で ある。 ま た 墓の立地的変遷 で 、 こ の 自 然提防上

で確立 さ れ た 墓形態 が序 々 に 変化 し な が ら 特異の位置 を 占 め る よ う に な り 、 や が て 墓域変移 が
（ 註 9 )

あ り こ の地 で は 山 項の前方後 円墳で あ る 川 柳将軍塚へ と の動 き が想定 さ れ る 。 こ の他直線的 な

溝址 1 と 今 回の調査 で検出 し た 半 円形 に 近 い 隅 丸方形 と も 受 け 取 れ る 溝址2 も 、 遺構両端 が明

確 で あ る こ と と 、 掘 り 込 み が し っ か り し て い 、 溝址2 に は完形 に 近 い壺形土器 が正位の状態で

出 土 し た こ と か ら や は り 方形 周溝墓の変形 と 理解 し て い る がい か が な も ので あ ろ う か。 こ れ は

先 に 記 し た こ の墓址の変遷 に か か わ る 問題 を 内 包 し て い る と い う こ と で あ る 。

弥生後期初頭の吉田式期 に あ た る も の と し て 第28 · 55 · 68 · 82 -84号住居址、 土t広5 · 7 を

あ て る こ と がで き る 。 こ の期の土 器 は壺形土 器の形態 が前代の も の に 比 べ 、 最大径の位 置 が上

が り 体部 下 半 が こ け る 器形 が出現す る 点大 き な 相異 を 有 し 、 こ の形態 がや がて 箱清水式期の無

花果形壺形土 器 に 発展 し て い く こ と は確 か な こ と で あ ろ う と 思 う 。 文 様 帯 は 頚 部 及 び口縁部 に

限 ら れ 、 こ れ も ま た 箱清水式期への移行 を う か が わ せ る が、 肩部 に 前代 様の数条の平行沈線文

が残 る 。 特色的施文 と し 箆 先 に よ る 鋭 く 浅 い 平 行条線文 ま た は その内側 を 斜行条線文 で埋め 、

その下 に 加飾 さ れ る 内 を 斜行条線で充鎮す る 鋸歯 文 で あ る 。 こ の施文の流 れ は 北原 • 恒川式土
（註10)

器 に 想定 で き 、 鋸歯文 は 歯の方向 が逆 に な る が施文方法等 に 類似点 が認 め ら れ る 点注 目 さ れ る 。

口縁部 が受 口状の も の に は相対す る 斜行条線文 ・ 鋸歯文 及 び波状文 が施 さ れ 赤色塗彩 さ れ る も

の が 多 く な る 。 甕 形 土 器 も 前代 と 比べ口縁部 が受 口状 に な り 、 肩部 が張 る 器形 が 多 く な る 。 文様

は す べ て 頚部 を 中 心 に 櫛描波状文 に な り 、 そ れ は 振 巾 • 波長 と も 細 か く 、 左回転で、 右上 り の

て い ね い な 仕上 が り を 呈 す る 。 こ の他 高 坪 • 浅鉢 ． 蓋形土 器 が あ り 、 蓋形土器 を 除 き 赤色塗彩
（ 註1 1 )

さ れ る も の が増加 す る 。 住居址形態は 方形 に 近 い傾 向 を 呈 し 、 柱穴は こ の期 よ り 明確 に な り 各

隅近 く に 4 個 方形配列 を 基本 と し て い る と 思 わ れ る が、 不 整形 を 呈 す る 。 床 面 は 堅緻で あ る 。

ま た こ の期の特色遺構 と し て 炉の あ り 方 が上 げ ら れ る 。 炉は柱穴中 間の内側 に 設 け ら れ 、 その

形態は地床炉で あ る が、 第28号では浅鉢、 第82 · 84号で壺体部下 半 が埋 め 込 ま れ 、 第82号では

その上部 に 石囲 が あ る 点 で あ る 。 と い う のは伊那谷 に お い て 北原式期 か ら 座 光寺原式期 ・ 中島
（註1 2)

式期 に 普偏的 に 認 め ら れ る 埋甕炉 と は 若干趣 き を 異 に し て い る と い う こ と で あ る 。 伊那谷は そ

のほ ん ど が口 縁部 を は じ め その付近 を 生 か し な が ら イ本部下半 ま で埋 め 込 ま れ た 形態 が 多 いの に

た い し 、 千曲 川 水系 では 土 器 を 炉 に 使用 す る こ と は な い と の考 え 方 が一般 で あ っ た が本調査地

か ら 前記 し た 遺 構 が 確 認 さ れ 、 甕 形 土 器 が 使 用 さ れ な く 浅鉢形 を 呈 す る 器形 を 意識 し 選定 し

て い る こ と で あ る 。 調査結果 か ら 時期 を 追 う と い ま の と こ ろ 第58号 に その初源 を み る こ と がで

き 、 徳間遺跡の第 1 号住居址 に も み ら れ 、 該期 と 併行 す る 水 内坐一 元 神 社遺跡では埋め 込 ま れ
（ 註13)

て い な い が壺形土器頚部以上 が炉 と し て 使 用 さ れ て い る 。 千 曲 川 水 系地域で は 土 器 を 使用 す る

炉の系 譜 は 今の と こ ろ 伊那谷 と 併行 し 、 弥 生 中 期 に 求 め ら れ 、 その展 開 は該期 に 隆盛 を 求め ら

れ る 。 後の箱 清 水式期で は舟底状 ピ ッ ト 及 び若干 で あ る が縁石 （枕石） を 有 す る も の に な る 。

今の と こ ろ 調査報告 書 では 、 伊那谷 に その展 開 が顕著 な も の で あ る が、 その初 源 は 県下 では早 I

い 位置 に あ り 、 その空 間 的広 が り に 問題 を 有 し て い る 。
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こ れ ら の展 開 に 比べ弥生時代爛 熟期の箱清水式期の遺構 が、 それ も 後 葉の第79号住居址1 軒

確認 さ れ たの み で 、 興味 あ る あ り 方 を示 し て い る 。 あ れ だ け 豪華 な 器種 と 量 と 赤色 塗彩 さ れ 、

ト 占 と い う 祭祀形態 を 持 ち 広 い 分布圏 を 形成 す る こ の文 化の も の が何 故 検 出 さ れ な か っ た か い
（註14)

う 点 で あ る 。 た だ プー ルの造成時 に は完形品 を 含 む膠 し い 量の土 器 が出 土 し た と 伝 え ら れ る が、

学校の統廃合 に よ り 今では幻の土器 と な っ て い る のは残念で あ る 。 こ の結 果 を 重視す れ ば地点

的集中地か ら は ずれ て い た と 結論づけ ら れ よ う が、 そ ん な に 単純 な も ので あ ろ う か 、 今後の調

査 に 期待 し た い 。 唯一の遺構 は 第82号住居址か ら の動 き の中 に その系譜 が認め ら れ る よ う で、

プ ラ ン が隅 丸長 方形 を 呈 し 、 4 本柱方形配列の柱穴が あ る 。 炉は 柱穴中央付近 に あ る も 、 その

位 置 が短軸方向 に あ る のは特異 で あ る 。 出 土遺物 は 少 な く 、 その様相 は 知 り 得 な い が、 飾玉様
（註l]j)

磨石 が2 点出土 し た 。 何 に 使 用 さ れ たの で あ ろ っ か。

古墳時代 前期 初 頭の弥 生 式 的 要 素 を 強 く 残 す も の に 今 回 検 出 し た 第85 号 住 居址 を あ て

る こ と がで き る 。 た だ 出 土遺物量 が少 な く 、 全 容 が判 明 し な い の が残 念 で あ る が、 その特色的

な も の に 器台形土 器 と 第82号住居址付近の包含層 出 土のS 字状 口 縁甕 形 土 器片 を あ げ る こ と が

で き る 。 後者は伴出 資 料 が な いのは残念で あ る が、 弥生式文化 を 解体 さ せ る 要 素的土 器 と 目 さ

れ て い る 資料で県下 に お い て 北限的位置 に あ る 。 こ の破片 は 肩部以上 の もので、 口縁部 が大 き

く 外 開 す る 新 し い 要 素 を も つ B タ イ プの土器で、 肩の刷 毛 目 も 雑 に な る 傾向 に な る 。 ま た 器台

形 土 器 は 赤色塗彩 さ れ 、 脚部 に 3 円孔 が う がた れ る と い う 、 前代の整形技法 と 新 た な 器種 が融

合す る 所 に 特色 が あ り 、 こ の期及 び そ れ に 接続す る と 思 わ れ る 。 資 料 は 御屋敷遺跡Y - 1 号住

居址、 四 ツ 屋遺跡第 9 · 12 · 13号住居址 • 溝址12 、 篠 ノ 井遺跡群 第15 · 29 · 30号住居址 ・ 方形

周 溝墓及 び下条灰塚遺跡等 に 認 め ら れ 、 こ の内容は理解 さ れ つ つ あ る が本格的 解 明 は こ れ か ら
（註1 6)

と い う と こ ろ で あ る 。 ち な み に 今 回の調査で確認 し た 前 記 し た 住居址 フ
゜
ラ ン は 方 形 を 意識 し た

不 整形 な も ので、 その壁 に 沿 っ て 柱穴も 不 整形 に 4 本配列 さ れ る 。 炉 は 弥生期の も の と 同位置

• 同形の も ので あ る 。 や は り こ の形態の流 れ は 隅 丸長 方 形 か ら 方形への移行 を 思 わ せ る 。 ま た

この遺構 か ら 出 土 し た 太形蛤刃 石 斧 は敲打器 と し て 使 用 さ れ 、 本 来の用途的意味 を 失 っ て い る

点 お も し ろ い 事例 で あ る 。

こ の期 に 続 く 資 料 と し て 第 2 次調査で得 た 全国 的 に 斉 一性 を 有 す る 善 光 寺平 第 I 様式 （五領

l1 期併行） の壺 ・ 器台 ・ 地形土 器 が出 土 し て い 、 祭祀的 臭 い が強 い セ ッ ト で あ る が、 遺 構 が明

確 で な いのは残念 で あ る 。 こ の期の土 器 は 川柳将軍塚等の前期的古墳の母胎 に な る も のの指標

と 考 え ら れ る ので、 も っ と 晋遍的 に 認 め ら れ て も 良 い と 思 う の だ が、 近 く で遺構 を 伴 う 資 料 と し

て は 水 内 坐一元神社遺跡第 2 号住居址 し か 知 ら な い 。

こ の 問 題 は 次期の善光寺平 第 l1 様式 （ 和 泉 期併行） に も い え る こ と で あ る 。 調査では こ の期

の も のは確認す る こ と がな く 、 中郷神社前方後円墳 を は じ め と す る 中 期後 葉の古墳 を 考 え る 時 、

こ の好条件下の本調査地 に ど う し て その痕跡 を 残 し て い な いので あ ろ う か 、 そ し て 近辺の遺跡
（註17)

で も 明確 に な っ て い な い 点気 に な る あ り 方 を 示 し て い る 。 た だ 駒 沢 祭祀遺跡 ・ 中 村遺跡 ・ 大 口

フ遺跡等の祭祀遺跡 か ら 多 量の土 器 が集積 さ れ て い る 点等 こ れ か ら の調査結果 を 期待 す る 要 素
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（ 註18)
を 含んでいる。

古墳時代後期 になると爆発的展 開 を 示 すようになり、 第 1 - 3 · 9 · 1 5 · 19 -21 · 24 -26号

（ 第 1 次） 、 第33 · 36 -41 · 43 · 46 · 47 · 51 -54 ( 第 2 次）を 検出し、 今回の調査で第 59 · 69 -

72 · 77 · 8 0号住居址の総計28 軒 を確認し、 住居址総確認数の約3 分 の1 にあたる。 出土遺物は

甕形土器が長胴形態のものが多くなり、 又高坪形土器の杯部・脚部の稜 があ ま くなる傾向がう

かがえ る。 坪形土器も球形 を 呈する椀形のものが少なくなり、 丸底 的な扁 平なものに移行する

ものと須恵器の影響 を 受け口縁部が体部から明瞭に外開 するものや直立的になるものが多く、

そ れも内面黒色処理されるものが主流 を 占 めるようになる。 須恵器の住居址からの出土例も増

え 、 第1 5号で l] 期 の坪、 第16号で同期 蓋、 第36号で m 期 腺、 第59号で同期 堪・台付 コ ッ プ形土

器、 第6 0号で同期 杯が出土している。 これら を もとに遺構を あえ て時期 別 に分けると I 期 を 第

19 · 2 0 · 33 · 41号住居址にあて、 他は l] 期 に比定され得ようが、 両 者の間にそ れ程の時間差は
（ 註19)

みうけられない。 該期 の遺物でみるべきものは 第33号住居址出土の一括土器に代表される。 こ

れらは カマ ド及び床面直上からのもので、 煮沸・貯蔵形態のものでは長胴の甕形土器4 個出土

してお り、 これには近頃出土例が増加している刷毛整形後水濾 し粘土 を 体部外面に塗りつける

という再調整が施される。 水漏れ防 r卜のためであろうか、 器肉が厚 くなり煮沸の場合熱効率が
（ 註20)

悪くなると考え るのだが、 理解に苦しむ。 この他小形の断面三角形の甑形土器 ・ 甕形土器があ

り、 特異な器形で、 第59 · 71号住居址から出土した把手付大形甑形態 で平底 の甕形土器がある。

これは 把手付甑形土器の範疇に入るものと考え てい、 特色ある土器だけに、 時期 を確定する一

（ 註21)

つの要素になろうかとも考え ている。 f共膳 ・ 供献形態のものは 意外と少なく、 坪 • 高杯形土器

が各2 点出土しているにす ぎないが、 前記した器種とともに今後編年上 問題にされるべき一括

資料になると考え ている。

住居址形態は第41号住居址の一辺7m 前後のもの を 最大に、 5 - 6m 代のものが一般的であ

るが、 第2 0 · 21 · 2 5 · 8 0号住居址のように3m 代の規模のものもある。 プ ランは 方形に近い隅

丸方形 を 呈するものが多い。 カマ ドは 北壁あるいは西壁中央付近に限られて構築される点注意

される。 風の方向等環境的なものより、 時間差あるいは 集落内の規制と考え た方がよさそ うで

ある。 そ の形態は 粘土製両袖形のもので、 住居址規模の規制により比例 的規模になるようであ

る。 袖部には 石 が据 え られるもの を 苦通 とするが、 第71号住居址では 甕形土器 を 逆位に埋込 ま

れている点特異なあり方 を 呈 する。 中央に支石が用 いられるのが一般的である。 袖部前面の特

殊な遺構として、 火災防止のためか、 第 1 住居址に甕形土器 を 2 個重ね た、 第54号住居址に
（ 註22)

は 扁平 な石 を カ マ ド前面に立てた遮蔽遺構がある。 煙 道は 壁外に延びるU 字形になる。 主柱穴

は 4 本方形配列で、 床面は平担 であるが、 つき堅 められなく軟弱 である。 周 溝は 第77号住居址

に認 められたのみで普偏化していない。

奈良時代 遺構は 第 1 次の第1 0 · 16 · 22号住居址、 第 2 次の第34 · 38 -4 0 · 4 5 · 48 · 49号住
居址、 第 3 次の6 0 · 61 · 6 5 · 67 · 76 · 81号住居址及び確 たる資 料がないのであるが、 意外と前

記した住居址 を 避けている点 を 重視し、 柱穴群 • 第 1 - 3 号建物址 を あてる。 尚この時期 の判
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別は 須恵器の技法差によっている こ と をおこ と わ り し てお く 。

これらの遺構の確認は集落址で、 私の 知る 限 りでは駒沢三 オ 田 子遺跡、 県町遺跡、 調査中で

ある恒 川遺跡 ぐら いのもので、 その内 容はほと ん ど知られてい な い 。 多 分に官術 ・ 寺院等の行

政 ・ 文化の中 心に ま と ま って存 在するもの と 考 え ら れる 故、 本調査地も後述する遺構遺物から
（註23)

この性 格にあては ま るもの と 思 っている。

時代を決 し た遺物は第48号住居址のものに代表される。 こ こで注意されるのはカマ ドを中心

に その壁よりにある こ と は、 前代 と 同 じ あ り 方を示すのであるが、 その 内 容に 著 し い 相違をみ

せる。 煮沸用の甕形土器以外す べて須恵器である と いう 点で、 蓋 • 坪 • 高 坪 • 甕形土器等の器

種がある。 他の住居址でも この傾向が認 められ、 ちなみに この時期より 須恵器生産の展開をみ

せ、 須恵器の大量使用をうかが わ せるのであるが、 こ れは 一般的傾向であ ろうか、 それ と も特別

な遺跡に 限ら れた現象であ ろうか、 この 問題は他遺跡からの資料の増加を 待 って検討 し た い と

思 っている。 蓋形土器は 扁 平 な 天井部 と つ ま みに特色があり、 又 口 径にも大小等の 多 様性があ

り、 このうち大 き いものは 19Cm代を測る 口 径に なる。 坪形土器はイ本部が内 弯形に なるもの と 直

線的で 口縁部が外反 する器形の 2種あ り、 後者には底部外縁付近に外開する高 台が付され、 こ

れの 口 径は他のものより大 き く 、 浅 い 感 じ に な り、 一 見皿形を呈 す 。 底部は箆により切離及び

再整形され 丸味を 有 する。 ま た量的に 少 な いが普遍的に 高坪形土器が出土する こ と も この時期

の特色の1つに 上 げられよう。 甕形土器は 大形のもので完形品が な いのは、 頑丈であ った こ と

と 水甕 と しての性格から持ち移りされたもの と 推察 している。 外面に 叩 き 目 を、 内面に 青海波

文を残す。 土師器甕形土器は遺構 数の割にはみるべきものが 少 な く 、 この住居址出土のものか

ら判断する と 、 口縁部が短か く わ ずかに外反 し 立ち上が り 気味に な り、 イ本部の 丸味は な く な り
（註24)

直線的 な 器形を呈 し、 し ば し ば最大径が 口縁端部にあるものが 多 い 。 整形は刷毛が 多 用される。

この他杯形土器は底 径及び 口 径が 大 き く 、 一見皿形のものが 目 立ち内面黒色処理されるものも
（註25)

多 い 。 やは り底部は ヘ ラにより調整されている。 遺構は該期に 比定する年代が短か いた めか第

60号 と 第67号が重複関係あるのみで、 他は調査地全面に散 在 する。 プ ランは 規模に 大小があり、

長 方形に 近 い 隅 丸方形を呈するようであるが 一様で な い 。 カマ ドの位置も東壁に設けら れるも

の （第34·40·61·65 号）、 北壁のもの （第16·61 · 81号）、 西壁にあるもの （第22·48·60·

67号） 等統一性が く ずれ、 ま た その形態も 明確に検出確認されたもので、 粘土製 両 袖形のもの

（第48·49·60号）、 壁外に張り出す状態に なるもの（第34·40·67·81号）、 地 床炉 的 なもの（第
、・（註2?)

1 0·38·39号） がある。 どのよう な 背景のも と に 前代より 多 様性をもつように なるのたろ っか。

住居址の特色的 なものに第22号住居址がある。 この住居址は東西軸 7. om · 南北軸 6. 5m の

大形で 方形プランを呈すもので、 各壁 下に楕円形の 自 然石がカマ ド推定地を 除 き 内 側が 直線に

なるように 直列に並べられている。 壁 と の 間は 周溝状に なる。 このよう な 該期の遺構ば恒川遺

跡で確認されているが その性格は い ま だに 不 明である。 た だ この住居址はカマ ドが作ら れ ず、

推定地に焼土が散在する と こ ろをみれ ば い ま だ 県下では確認されてい な いが、 移動可能 なカマ
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ド が想定 さ れ 、 ま た こ の住居址のみ柱穴間 内 は 堅 く つ き 固 め ら れ て い る 点 か ら 何 か 特殊 な 使用

が あ っ た こ と が想定 さ れ る 。 今後の調査 に 期待 し た い 。 尚柱穴は 各壁隅部 に よ る 傾 向 があ り 、 四

本方形配列 に な る が、 確認 さ れ な い も の が 多 く な る 。

柱穴群 は 各次の調査 で確認 さ れ た の で あ る が、 柱列 と し て と お る も の が な く 、 柱穴と し て 認

め ら れ る 他 その性格 は 不 明 で あ る 。 た だ 第 1 次調査で、 遺構確認中 に 「 専 司 」 と 刻字 さ れ た 須

恵器杯形土器底部片 を 2 点得 た 。 何 を 意味 し て い る の か 、 不勉強のた め 未 だ に理解 で き な い ま

ま で い る 。 「 司 」 は 国 司 ・ 郡司 等の役職 あ る い は 役所 を 代弁す る 語 と し て 理解 し て い る 。 それ

では 「 専 」 と は 何 で あ ろ う か。 調査時の調べの ま ま で 申 し 訳 け な いの で あ る が、 中 国の唐代の呼

び方 を こ こ に提示す る の も ま た 無恥の上塗 り と 思 う が、 解釈の手 だ て と し て 「 船 司 控」 を あ え
（ 註27)

て と り あ げ、 注 目 し た い 。 「専」 を 「船」 への読 み 替 え に は 無理か も し れ な い が、 地理的環境

で も 触 れ た と お り 、 こ の地 は 水 系 を 利 し た 河川 運搬の要地 あ る い は 要地 に 近 い と こ ろ と 理解 さ

れ る 。 即 ち 、 縦谷 を 形成 し な が ら 蛇行 し て き た 千曲 川 は 本地上流 か ら 沖積地 を つ く り 出 すので

あ る が、 主 と し て犀 川の押 し 出 し に よ る 堆 積 に よ り 流路 を 東へ 大 き く 変 え る 転換地 に あ る と い

う こ と で あ る 。 渓流的 な も の か ら 緩流的 な も のへの移行的位置 に あ る と い う こ と で あ る 。 それ

故 に 船 に よ る 運搬 を 重視 し て い る 訳 で こ れ に か か わ る 役所 （職） を 想 定 す る の で あ る 。 い さ さ

か我 田 引 水型論理 で あ る が、 こ と 程 さ よ う に 河川 運搬の要地で あ っ た こ と は 変 り な い よ う に 思

う 。 又 その刻字 は達箪で あ り 、 焼成前 に 書 か れ た も ので、 須恵器坪形土 器の底部 で あ る と い う 点
（註28)

を 重視 す れ ば、 移 出 先の決 ま っ た 特注品 と み て い る 。 こ の点 も ま た 大 方の御教示 を 願 っ て い る 。

ま た柱穴群 と 違 っ た あ り 方 を 示 す 第 1 - 3 号建物址 を確認 し た 。 そ れ は あ る 程度 直列の柱列

を 有 し 、 柱穴が一定 で 、 対 す る 柱穴を 有 す る 点 で あ る 。 こ れ か ら 記す 遺構は 今 回の調査で初 め

て 確認 さ れ た も の で 、 第 1 号は柱列 がい く ぶ ん 不整 形 で あ る が1 間 3 間 、 第 2 · 3 号は 2 間 3

間の建物址 を 想定 で き る 。 こ れ ら は 円 形の掘 り 方 を 呈 す る も ので あ り 、 その南側 に 展 開 す る 方

形の掘 り 方 を 想定 す る 時 、 柱穴群 を 含め る に は 問題 が残 る と こ ろ で あ る が、 こ れ を 含め 、 円形

の掘 り 方 は その規模 ・ 配列 か ら 倉庫址 と 思 わ れ 、 方形の も の は 正 に居住的 な 要素 を も っ た も の
（註29)

と 考 え て い る 。

平安時代 住居址は 第 1 次調査で第 4 · 5 · 8 · l l -13 · 1 7 · 18 · 23号、 第 2 次 で第31 · 35

号住居址、 今回の調査で第62 -64 · 66 · 72 · 74 · 75 · 78号住居址 を 確 認 し た 。 こ の期の あ り 方

の特色 と し て 、 第 4 と 5 · 8 と11 -13 と31号が重複 し て い る よ う に 重複関係 を 有す る 遺構 が増

加 し 、 そ れ も 調査地東側 に よ り 密集 度 が あ る 。 ち な み に こ の結果 は 第 2 次調査に お い て 第35号

の1 軒 を確認 し 、 今 回の調査 で は 散 在す る あ り 方 を 示 す こ と に よ り 理解 さ れ る 。

こ の時期 を 特色づけ る 遺物 と し て は 、 技法的 に 前代 と 比べ 、 よ り 一層 ロ ク ロ に よ る 成 ・ 整形

が顕著 に な る 点で あ る 。 水 引 き 技法 は ロ ク ロ 台上 よ り 器体の切離 を 糸 に よ っ て い る と こ ろ に 特

色 が あ り 、 こ れ は 土 師 器 ・ 須恵器 と も 一 致 し て い る 。 大形の甕形土器の体部 よ り 上半は この整

形 が施 さ れ 、 下 半 は タ テ ヘ ラ ケ ズ リ が な さ れ 、 器 肉 を 薄 く す る 点 に 特 色 が あ る 。 こ の手 法 が用

い ら れ た 本遺跡の主流 を 占 め る 初 期の坪形 土 器 は 須恵器の体部 が直線的 に な る の に た い し 、 土
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師器は内弯的 に な り 、 内 面黒色処理 さ れ る も の が 多 く 、 製作者の違 い と 器形 に 求 め る 規範 的 な

も の が あ っ た と 想像 し て い る 。 尚 黒色処理技 法 は 項 点 を 極 め 、 光沢 を 帯 び る も のが増 加 し 、 放

射状暗文 と と も に 磨 き も さ え を 見 せ る 。 こ れ がや がて 両 外面 を 処理 す る 方向 に 進 むのであ る が、
（註30)

本調査地では遺構 に 伴 う も のは確認 さ れ て い な い 。 甕形 土器の器形 は 口 縁部 に 最 大径 あ る い は

それ に 近 い 数値 を 有 し 、 内弯気味 に 立 ち あ が り 、 頚部 が く の字形 を 呈 し 、 肩部 が丸 く な り 、 体部

が集約す る 底部 に 丸味 が あ る と い う 点前代 と は趣 き を 異 に し て い る 。 そ し て 器種は こ れ ら に 限

ら れ 、 日 常什 器 し か 出土 し な い 点 こ の時期の社会相 を 反映 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 こ の他

灰 釉 陶 器 が今 回の調査で遺構 を 伴 う も の と し て 初 め て 検出 さ れ た 。 第62 · 63号住居址のもので、
（註31)

それ も 椀形 な も の に 限 ら れ 、 出 土量 も 少 な い 。 や は り 各時期毎の密 集地の問題 に い き つ く で あ

ろ う と 考 え ら れ る 。

遺構 は 先 に述べた と お り 散在 的 あ り 方 を 示 す が、 その プ ラ ン は 第 4 · 35 に 代 表 さ れ る カ マ ド

を 有 す る 壁 を 短辺 と し 、 対辺 は 長 く な る 台形 を 基本 と す る が、 その 多 く は 不 整 方形 に な る 。 規

模は 第66号住居址 を 最大 と す る が、 一辺2 - 3 m 代の小規 模 な も の が 多 く な り 、 ま た 前代 に 引

き 続 き その形態 ・ 方向性の く ず れ が著 し く な り 、 任意的 な 感 じ さ え 受 け る 。 その背後 に は律令

体制の崩 壊 に よ る 荘園化 と し て の私領地の拡大 と 技術の拡散 に伴 う 職 能分 化の進行 を 意味 し て

い る も の と 考 え て い る 。 カ マ ド構築位置 も 任意的 あ り 方 を 示 し て い る が、 南壁のみ に は 前代 同

様設け ら れ て い な い 。 こ れ は 集 落の規制 と い う よ り も 自 然的 な も の が大 き く 作用 し て い る よ う

で あ る 。 調査で検出 し た も の は 前代 に 引 き 続 き 第11 · 1 7 · 23号住居址の よ う に 壁外 に 張 り 出 す
（註32)

も のの他 は 、 住居址規模 に 応 じ 小形の粘土製 両 袖形 を 推定 し て い る 。 石 芯 製の も のは な い 。 床

面 は平担で軟弱 で あ る が、 掘 り 込 み は遺構確認面の な せ る わ ざ で あ ろ う か 意外 と 深 い も の が 多

く 、 そ し て 前代 ま で普遍的 に 認 め ら れ て い た 柱穴が、 全 く 確認 さ れ な く な っ て 、 その事例 は圧

倒的 に 多 く な る 。 こ れ ら を 考 え る に 高 床建造物 を 想定 し な が ら 新 た な 建 築法、 即 ち 土台 を 有す

る 小屋組が主流的 な も の に な る と 考 え て い る 。 そ れ 故奈良時代の項で記 し た 柱穴群 ・ 建物址の

掘 り 方 は こ の時期の も の では な か ろ う と い う も う 一つの伏流 が こ こ に あ る 。 こ の建築法 がや が

て こ れ 以降の住居形態 を 変 え 、 考古学的調査法 に よ っ て確認 さ れ に く い 要因 に な っ て い る と 考
（註33)

え て い る 。

以上 「思 わ れ る 」 「 考 え ら れ る （ て い る ） 」 「想定 ・ 推察 し て い る 」 等断定 な き 語記 を 多 く 用 い 、

理解 し に く い個所 が 多 々 あ ろ う と 思 う が、 こ れ が私 に と っ て 精一杯の考察の姿 で あ る ので納得

願い た い 。 こ の意味で偏見的 な 私 見 が ま ま あ ろ う と 思 う が、 課題 と し て 序 々 に埋め て い く つ も

り で あ り 、 ま た 文献 を 参照 さ せ て い た だ い た 方 々 に は その意 に そ ぐ わ な い 点 が あ る と 思 う 。 こ

れ に た い し お許 し 願 い た い し 、 御叱責 と 御教示 を 願 う も の で あ る 。 （ 矢 口忠良）

註

註1 長野市教育委員 会 『塩崎遺跡群 一塩崎小学校地点遺跡の第 1 · 2 次調査報告書一』

昭和53 · 54 年
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註2 一本木遺跡 ・ 伊勢宮遺跡 が あ る 。

磯崎正彦 「 長野県篠 ノ 井伊勢宮遺跡の古式弥生式土器」 「 信濃」 IIII ・ 1 1 巻6 号所収

昭 和34 年

註 3 高 森町教育 委 員 会 『北原遺跡一弥 生 中 期北原式土 器 と その石 器 群 』 昭和47 年

註 4 千 曲 川 水系古代文化研究所 （ 主幹森嶋稔） 土曜ゼ ミ ナ ー ル で佐原 真氏の 「 石斧論」 を

学ぶ中 で 、 こ の石 斧の機能 を 刃 部の形態 ・ 破損状態 か ら 主 と し て 加工 用の縦斧 と 考 え て

い る 。

註5 「徳 間遺跡」 本 書所収

註6 米 山 ー政 ・ 小林 学 『 三輪小学校遺跡 ・ 付水内坐一 元神社 （柳原 小学校） 遺跡調査報告

ー 』 長野市の埋蔵文化財第 7 集 長 野市教育委 員 会編 昭和55 年

大塚初重 • 井上裕弘 「 方形周 溝墓の研究」 「駿台 史学」 24号所収昭和44年

註 7 午王堂山 に 先行 す る 形態 に 南滋 賀 型 ・ ニ本松 4号型 が あ る よ う で あ る が、 本遺構は出

土遺物 か ら 南滋賀型 に 次 ぐ 、 弥生時代 中 期 後 葉 に 位躍 す る も の で古 い 部 類 に 入 り 、 この

型態は以外 と 初源的 な も の に 求 め る こ と がで き る か も し れ な い 。

註 8 宮坂光昭 「方形周 溝墓の研究 と 現状ー 長野県の場合ー
」

r 中 部 高地の考古学』 長野県

考古学会 昭 和53 年

全 国 的 に は 自 然提 防の縁 に 構 え ら れ る 例 は み ら れ る こ と で あ る が、 宮坂論文は古式古

墳 と のか か わ り 主 と し て述 べ て い 、 所在地形位置 を その か か わ り の中 で追求 さ れ な いの

は 、 立地論 を ぬ き に し た と い え る 点残 念で あ る 。

註 9 長野市教育委員会 『 篠 ノ 井遺跡群』 長野市の埋蔵文化財第 8 集 昭和55 年

こ の調査で大溝 を 有 す る も の を 1 基検出 さ れ 、 北東隅の一部の確認では あ る が、 自 然

堤防の先端 に 位置 し て お り 、 こ の位置 を 新 た な 墓域 に 転換す る 素地 を 生 み 出 す 基 と 考 え

て い る 。 ま た こ れ ら がつ く ら れ る 程千 曲 川 の濫水 か ら 避 け ら れ る 安定 し た 地 で も あ っ た

訳 で あ る 。

註10 註3 と 同 じ

宮沢垣之 「飯 田 市垣川遺跡」 「長野県考古学会誌」 第 4 号所収 昭和42年

註11 笹沢浩 「箱清水土 器発生 に 関 す る 一 試論」 「信濃」 III . 22 巻 1 1号所収 昭和44 年

ク
「吉田式土器関 す る 基準」 青刷 昭 和50 年

註12 「北原遺跡」 前 出 註3

酒井幸則 r高松原」 長野県立飯 田 高 校 昭 和52 年

長野県中央道遺跡調査会 r 長野県中央道遺跡調査一 飯田 その 1 』

等の中 央道関係の報告書 に 顕著 で あ る 。 昭 和45 -47 年

註13 「徳間遺跡」 前 出 註5 「 水内坐一 元神社」 前 出 註6

た だ こ の形態の炉 を 検出 し た は や い例 は 、 昭 和40 年 に 桐原氏 を 担 当 者 に 調査 し た 中条

遺跡 に あ る よ う で、 「炉の形態 は 一種の埋甕炉で あ り 、 弥生後期箱清水式土器の壺形土器
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上半部 を 逆 さ に埋め て 中 で火 を た い て い る 」 と 報告 さ れ て い る が、 f吏 用 さ れ た 土 器の実

測図 ・ 炉址断面図 が提示 さ れ て い な く 詳細 は 不 明 で あ る 。

丸山敗一郎 「 善 光寺平南縁の 自 然提上の遺跡 に つ い て 」 「信濃」 []] . 26 巻第 5 号所収

昭和49 年

註14 森嶋稔 ・ 笹沢浩等 『 生 仁 』 長野県考古学会研究報告書 7 昭 和44 年

長野市教育委員 会 「四 ツ 屋遺跡 ー 第 1 - 3 次調査報告書」 本 書所収

註15 縄文時代 よ り 磨 き 用 具 に箆状工具 を 想定 し 、 本報告書 で も そのエ 具の も の と 表現 す る

が、 光沢 を 有 す る 土 器 を み る に つ け 前記 し た エ 具での整形 が可能 で あ る か と 疑問 に 思 っ

て い る 。 む し ろ 海浜石 と 呼 ばれ る 小円礫 に その施工具 と し て 考 え て い る 故 に こ れ ら が そ

れ に あ た る と 考 え る 。 尚 こ の施工具 を 求 め る に あ た り 海の な い 本地 で は 第 3 紀の海生動

物の化 石 が採集 さ れ る 事例 が示 す と お り その採集 は 容易 で あ っ た と 理解 さ れ る 。

註16 千 曲 川 水 系 古代 文化研究所 「御屋敷遺跡考」 昭 和43 年

「四 ツ 屋遺跡」 前出註14 「篠 ノ 井遺跡群 」 前 出 註9

岩崎卓也他 r下粂灰塚』 更埴市教育 委 員 会 昭 和46 年

註17 丸山敷一郎 「 善光寺平南域の古墳立地 に つ い て 」
「信濃」 []] . 28 巻 4 号所収 昭 和51 年

こ の報文でやは り こ の点 を 問 題 し て い る 。

註18 森嶋稔 「長野市駒沢新町遺跡調査略報」 「信濃考古」 17 · 18号所収

長野市教育委員会 『 中 村遺跡一 松代西条小学校地点の調査』 長野 市の埋蔵文化財第 3

集 昭和52 年

こ れ ら は遺構 を伴 う 資料 と し て 提示 し た が、 長野市 に お い て は 四 ッ 屋遺跡で 、 竹内三

千代 、 小林秀夫氏等の報文 に み ら れ る と お り 、 典型的 な も のが あ る 。 尚 r上 水内郡誌』 で

駒沢祭祀遺跡 を 駒沢 新町遺跡 と し て い る が、 こ の調査地上部で昭 和43 年 に 調査 し 、 その

名 称 を 使 用 し て い る ので別記す る 必要 が あ る 。

註19 主 と し て 器形の変移の中 で判 別 し た 。 坪 は 本 文 で記 し た と お り で あ る が、 指標 と し て

甕形土 器体部の変遷 を 求 め た 。 即 ち く の字形の頚部 と 球形胴の甕 形 土 器の器形変移 に 求

め 、 その整形 も 、 箆 に よ る ミ ガ キ 様 手法 か ら 、 刷毛整形 が主流 に な り 、 その痕跡 を 明瞭

に 残 こ す傾向 に な る 。

註20 こ の傾向 が認め ら れ る 土 器 は 大 形 で 、 し か も 刷毛整形 さ れ た も の に 限 ら れ 、 体部上半

か ら 底 部 に か け 塗 ら れ て い た よ う で、 その部位のみ 本来の整形痕 を 消 し 、 あ り の ま ま 図

示 し たのが虫食 い状の実測 図 が それ に あ た る。 刷毛 目 を 利 用 し て 接着効果 を 上 げ る が、 二

次的 な 整形 と い う こ と で剥落 も 著 し い 。 こ の手法 を も ち い た遺物は近頃調査 し た 三輪遺

跡 （ 註6 ) 田 中沖遺跡で も 類例 が確認 さ れ て い 、 資 料 が増 加 す る 傾向 に あ る 。 意外 に こ

の手法は 善光寺平 に お い て 時期判 別の指標 に な る 可能性 が あ る 。

長野市教育委員会 『田 中沖遺跡一 国道18号線篠 ノ 井バ イ パ ス 緊急発掘調査』 長野市の

埋蔵文化財第 7 集 昭和55 年
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註21 こ の器形の土 器 は 長野市内 で浅川 扇状地の縁 に 位置す る 古屋敷遺跡第 4号住居址及 び
（註20)

田 中 沖遺跡第24号住居址 に その類例 が求 め ら れ ・ ま だ ま だ 数 が少 な く 断定は避け た い と

こ ろ で あ る が その展 開の し 方 か ら 本 文の よ う な 結論 に 達 し た 。
「 古屋敷遺跡」 昭和45 年 度 に 笹 沢浩氏の指導の も と に 長野市教 育 委 員 会 が調査 し た 。

註22 こ の遺構 は 三 輪遺跡第 6 号住居址 （ 註6 ) で も 確認 さ れ て い る 。

註23 米 山 ー政 「三 才 田 子遺跡調査概報」 「信濃考古」 No.22 · 28号所収 昭和42 · 44号

多胡駅館址 に 比定 さ れ て い る 。

笹沢浩 「長野市県町遺跡緊急発掘調査略報」 「長野」 第30号所収 昭 和45 年一蹄脚硯

等出土 し 、 官衛址と 推定 し て い る 。

小林正春 「飯田市恒川遺跡調査概報」
「信濃考古」 昭和53 年所収

田 中 地籍 に お い て 銀銭 「和銅開称」、 蹄脚硯等 が出土 し 、 建物址が想定 さ れ る 遺構 が検出

さ れ 郡街址 と 想定 さ れ て い る 。

註24 笹沢浩 氏は この遺跡西の中 央 山地 に 展 開 す る 窯址群 を 聖高 原東麓窯址群 と 称 し て い る 。

今の と こ ろ その始源 は 松 ノ 山 古窯 に あ る が、 こ の後断絶 し 該期 よ り その展 開 を み る よ う

に な る 。 こ の期の土 師 器 が周 知 さ れ な が ら 、 意外 と 理解 さ れ て い な い 。 と い う のは 善光

寺平 第 Ill 様式の流 れの中 に それ を 位置 ず け て い な く 、 奈 良 時代 と い え ば、 姿勢 を 整 え る

と い う 姿 が 多 々 あ っ た よ う に 思 う 。 即 ち 庶民 的生活遺構の 中 で 、 住居址 プ ラ ン ・ カ マ ド

位 置 及 び形態 等の不統一性 を 再考 す る 必要 が あ る 。

笹沢浩 • 原田勝美 「 長野県下出土の須恵器」 「信濃」 IlJ . 26 巻9 · 11号所収 昭和49 年

註25 高台付着の端部位置 よ り ヘ ラ ケ ズ リ に よ る 再調整 に よ り 底部 が割 り 出 す と い う 形態 が

認め ら れ る 。 こ れ は この期の特色的 な あ り 方 を 示 し て い る と 同時 に 、 須恵器製作 に あ た

っ て の器体製作分化 を 考 え て い る 。

註26 律令体制下の意の向 く ま ま の方 向 は あ り え な い が、 調 査 結 果 では その姿 を 示 し て い

る よ う 思 う 。 即 ち 政治的規制 に よ り 前代の地縁的 ・ 血縁的 共同体の規制の解体 を 意味 し

て い る と 考 え ら れ る 。 ま た カ マ ド で壁外 に 張 り 出 す 形態 は 次 に 述ぺ る 平安時代 で も 認め

ら れ る と こ ろ で あ る が、 第22号住居址の そ れ と の あ り 方 を 吟味す る 必要 が あ る 。

註2 7 『讀史総費』 人物往来 社 昭 和41 年

註28 岡 田 正彦 「墨書 ・ 刻書土器小考」 「信濃 」 IV . 25 巻 4 号所収 昭 和48 年

「焼成前箆状工具で刻書 し た も の に は 粘土の盛上 り がみ ら れ... ...」 と い う 。 た だ この

論 文 は 墨 書 と 刻字の も つ性格 を 述べ な が ら も 、 刻字須恵器 に た い し 、 資料の不足のた め

か論究 が な さ れ な いのは も のた り な い 心地 が し て い る 。

註29 三 才田 子遺跡では 、 桁 行 4 - 5 間 ・ 梁間 2 間の建物址3 ヶ 所以上確認 さ れ 、 県町遺跡

で は 規模の明示 は な い が 「掘立式建造物址3 軒」 と 記 し て い る （ 註23 と 同 じ ） 。 た だ 本 遺

跡の も の と 異 な り 、 円 形の も のは な い 点注 目 さ れ る 。

註30 こ の 資 料 は 増 え つ つ あ る 。 器 形 は 断 面 三 角 形の低 い 高台 が付 く 皿形のので あ る 。 前出
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註9 · 14

註31 東濃系の も の が 目 立 つ が、 白 灰色胎土 に緑色系の透明 釉の猿投系の も の も あ る 。

註32 石芯、 石組の典形的例 と し て 、 杉の木平遺跡第 2 号住居 址を 上 げ る が、 善 光寺平 に お

い て は晋遍的 で な く 、 た だ 三輪小学校遺跡 に その事例 がみ ら れ る 。

註33 民俗事例 に み ら れ る コ ロ バ シ 床 （転材） と も 思 え な く 、 高床建物址 を 模 し た 土台的基

礎材 を 有 し た 小屋組 を 想定 し て い る 。

参 考 文 献

本文の基調 と し て 次の文献 を 参 考 に し た 。

森嶋 稔 「原始 ・ 古代」 r更級埴科地方誌』 第 2 巻 更級埴科地方誌刊 行会 （柳沢 勲）

昭 和53年

笹沢 浩 「弥生時代 ・ 古墳時代一 生活遺構」 r 長野県上水内郡誌歴史編 』 上水内郡誌編集 会

（岩崎由 ー） 昭和51 年
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第 1 表 出土図示土器一覧表

遺
物
番
号 法

拭 (cm ) 色
器 種 形 態 上 の

特

徴 手

法

上 の 特 徴 胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出
状

第59号住居址 （ 第 3 図）

1 坪 1 2. 3 中央部内弯 · 口縁部外反 ョ コ ヘ ラ ミ ガキ · 刷 毛 ナ デ ・ 底部ヘ ラ ケ ズ リ 小砂 良 好 黄褐色 黄褐色 覆

2 • 3. 5 1 2. 7 2. 9 口緑直線的 • 平底 ロ ク ロ 成 形 ・ 糸 切 り ,, • 青灰色 青灰色 � 

3 壺 3. 5 高台付頚胴部内弯 · 頚部欠損 ,, ． 止糸 切 り が石 " 海老茶色 灰 色 ,, 

4 i不 6. 1 10. 0 口縁部内弯 ・ 丸底 ヘ ラ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガ キ 内 面黒色処理 ，， • ，'  不 良 黒褐色 黒 色 ,, 

5 柑 I I .  3 8. 1 短頚直立 ・ 丸底 ,, ・ タ タ キ ・ ナ デ ・ 指整形 � 良 好 青灰色 青灰色 ，， 

6 コ ップ 9. 7 胴 部 よ り 内弯 · 口唇部外反 • 脚付 ロ ク ロ 成形 ・ 装飾帯状沈線 ,, . �  ，' 暗灰色 暗灰色 • 
7 甕 25. 3 23. 1 5. 1 把手付 ． 球形胴 口縁外弯 • 上げ底 ヘ ラ ナ デつ け ・ ヨ コ ヘ ラ ナ デ � ,, ，' 茶褐色 黄褐色

床

ー6
2

|
 

第60号住居址 （第 5 図）
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盤
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] 9. 2 
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1 5. 2 

口縁部外反 . j本部 に稜

受部付 · 口縁内傾 し つ つ 立 ち 上 が る

口縁部垂下 · 扁平擬宝珠付

ロ ク ロ 成 形 ・ 底部ヘ ラ キ リ
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小砂• 石

‘’ 
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良 好

，， 

,, 

黄灰色

青灰色

暗灰色

黄灰色

青灰色

黄灰色

床
覆

床
第61号住居址 （ 第 7 図）

1 甕 1 9. 5 口緑部外反 • 長胴 刷 毛 ナ デ ・ ヨ コ ナ デ 小石 不良 灰褐色 黒褐色 覆

2 、 7. 5 平底 " ・ ヘ ラ ケ ズ リ ヶ ,, • ,, ,, 

3 ,, 5. 8 平底 ・ ｛本部球形 ロ ク ロ 成 形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ ,, ，， ,, ,, • 
4 坪 3. 7 13. 8 口唇部やや外反 • 平底気味 ,, ,, 小砂 良好 青灰色 青灰色 • 
5 ,, 4. 0 13. 5 6. 0 � • 平底 ,, ，' 小砂• 石 • 灰 色 乳灰色 ヽ

6 ,, 4. 4 13. 9 6. 4 ,, • ケ
,, ，' 赤褐色 赤褐色 ，， 

7 • 5. 2 14. 6 ，， ・ 底部器厚 " ,, ,, . ,,  ,, 茶褐色 茶褐色 < 



遺
物
番
号 法

屈 (cm) 色
器 種 形 態 上 の 特 徴 手

法

上 の 特 徴 胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出

状

8
 

坪 3. 3 16. 4 1 1 .  2 口縁部外反 ・ 付高台 ロ ク ロ 成形 ・ 底部ヘ ラ キ リ 小石 不 良 暗灰色 暗灰色 覆

第62号住居址 （ 第 9 図）

椀 4. 9 17, 6 8. 0 口 唇部外弯 ・ 付高台付 ロ ク ロ 成形 ・ 底部ヘ ラ キ リ 良選 良好 緑灰白色 緑灰白色
床

第63号住居址 （ 第 9 図）

2
 

i不 3, 9 12. 6 4. 8 口唇部やや外反 ・ 底部上底 ロ ク ロ 成形 ・ ヘ ラ キ リ ・ 内黒暗文 良選 良好 黄褐色 黒 色 覆

第64号住居址 （ 第 9 図）

3

4

 

坪；

ク

4. 5 

4. 2 

12. 8 

14. 6 

5. 4 

5. 4 

口唇部やや外反 • 平底やや上底 気味

,, � 

ロ ク ロ 成 形 ・ 内 面黒色処理 · 暗 文 • 糸 切 り

‘’ ,, ,, 

小砂•石 I 良好

,, ク

黄褐色

灰 褐色

黒 色 覆

� 

-
6
3

-

第65号住居址 （ 第 9 図）

5

6

 

坪

甕

4- 9 

4. 4 

13. 4 

4. 6 

4. 0 

2. 4 

口縁部外開

小形 ・ 柑形

ロ ク ロ 成形 ・ 平行ヘ ラ キ リ

口縁部絵積以下手捏 ・ 刷 毛 ナ デ

小砂 良好 黒緑色

褐 色

灰 白 色

黒褐色

覆

第66号住居址 （ 第14固）

1 坪 6. 2 16. 6 8. 0 体部内弯気味 • 口唇外反 · 底部上底 ロ ク ロ 成形 ・ 内面黒色処理 ・ 糸 切 り 小砂 良好 黄褐色 黒 色 覆

2 ,, 4. 3 13. 0 7. 9 口唇部やや外反 · I本部に稜 · ,, ,, ，' ，' ,, ,, 乳褐色 ケ

3 � 14. 2 口唇部やや外反 ,, ‘ ,, ,, ,, 暗黄褐色 ,,. 

4 ,, 4. 7 12. 3 5, 6 1本部内弯気味 • 口唇部やや外反 ・ 底部上底 ‘’ ,, • ,,. ,, 黄褐色 ,, 

5 � 4. 2 12. 7 5. 2 口 唇部やや外反 ・ 体下部内弯 ・ ,, • � ，， ,, ，， 暗黄褐色 ，， 

6 ,, 4. 6 13. 4 6. 1 ,, • 平底 • 体下部内弯 ,, � � ,, ,, 黄褐色 赤褐色

7 甕 24. I 胴部やや張 る 長胴 ·頚部 く の字・ ロ緑部内弯 ,, • ヘ ラ ケ ズ リ ,, ,, 灰褐色 褐 色

8 ，' 14. 9 中 形 ・ 球形胴 ,, • • 黄褐色 黄褐色



遺
物
番
号

法 凪 (cm ) 色

沿 種 形 態 上 の 特 徴 手

法

上 の 特 徴 胎 土 焼 成
沿 麻i 口 径 底 径 外 面 内 面

しー
ふ^

9
L

J
A’
 

第 67号住居址（第1 6図）

—匹—

1 坪 4, 1 13. 3 6. 3 坪形 . f本部直線的 ロ ク ロ 成形 ・ 糸切 り 小砂 良好 暗仄褐色 暗灰褐色 覆

2 ,, 3. 6 12. 9 6. 5 椀形 • 上げ底 • ,, ,, � 青灰色 青灰色

3 ，， 4. 1 13. 4 5. 3 杯形 ・ • ，， ‘ 小砂• 石 ,, 灰 白 色 灰 白 色

4 � 3. 3 1 1. 8  5. 4 椀形 � ,, � ,, 青灰色 青灰色

5 甕 10. 0 1 1. 8 6. 7 ｛本 部やや張 る • 口縁部外開 ，' • • 不良 黒褐色 黒褐色

6 坪 1 1 .  0 椀形 ・ 丸底 ヘ ラ ミ ガキ ・ 内 面黒色処理
,, 良好 灰褐色 黒 色

7 ,, 3. 9 10. 6 5. 0 ,, . 上 げ底 ,, ，， 小砂 ，， • 黒褐色

8 ‘‘ 14. 5 '， ・ 丸底気味 ,, ,, • ヘ ラ キ リ ,, � 橙褐色 黒 色

， � 5. 1 15. 2 7. I . . 平底 ケ ,, ,, � • 黄褐色 � 

10  ，， 4. 5 13. 2 3. 8 坪形 ・ ，' ロ ク ロ 成形 ・ ヘ ラ キ リ 小砂• 石 ,, 青灰色 灰 白 色

1 1  � 2. 6 JO. 4 口縁部立 ち 上 がる ・ 底部凹凸 があ る • ,, ，， ,, 暗青灰色 青灰色

1 2  � 4. 8 1 1. 8 丸底気味 • 口縁部やや外開 ,, � ・ ヨ コ ナ デ • ,, ,, 暗青灰色

13 ケ 4. 8 1 1. 5 椀形 ・ 丸底気味 ,, � ,,. 良選 ,, 青黒色 青黒色 床

14  ,, 4. 3 1 1 .  5 f本部 に稜 ・ ロ縁部直線的 に 外開 ，， ケ 小砂 ,, 青灰色 灰 白 色

1 5  ,, 4. 2 12. 1 s. 3 坪形 ・ f本部口縁部直線的に外開 ，， ，' " ，' 青灰色 青灰色 覆

16  ,, 6. 4 13. 6 8. 6 コ ッ プ状 ・ f本部直線的 ・ 付高台内弯 ，， ,, • 糸 切 り ,, ，' 暗青灰色 暗灰色 床

17 � 4. 4 15. 2 10. 8 体部 に 稜 ・ 底部が高台 よ り 張 り 出す付高台 ロ ク ロ 成形 · ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ キ リ 小砂• 石 ,, 灰 白 色 暗灰白色

18 高坪 脚部の み · 筒形 • 平行沈線 ョ コ ナ デ 小砂 ,, ,, 灰 白 色 覆

19  ,, ,, ・ ラ ッ パ状 ロ ク ロ 成形 4砂 （小） ，' ,, ，' 



遺
物
番
号

法 虻 (cm) 色
器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

器 高 口 径 I底 径 外 面 内 面

出

状

第71 号住居址 （ 第22 · 23図）

ー65ー

1 甕 35. l 19. 3 8. 2 口縁部外反 • 長胴 刷毛 ナ デ ・ ヨ コ ナ デ 小砂石 良好 黄褐色 黄褐色 力 て
（ 多）

,, 16. 4 • ,, . ! 同 部 直線的 � ,, • ,, ,, ,, ＇ 

3 � ,, ・ 胴 部 直線的 ，' ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヨ コ ナ デ . 不 良 ,, ,, ＇ 

4 ,, 24. 5 21.  9 7. 7 胴部球形 ・ 一 対の把手 ・ 上 げ底 ,, • ヘ ラ ケ ズ リ 4砂 良 好 ,, ,, 貯及

5 坪 12. 6 椀形 ・ 丸底気味 ヘ ラ ミ ガキ ・ ヘ ラ ナ デ . (少） ，， 橙褐色 橙褐色 床

6 ,, 6. 0 12. 6 5_ 7 ,, • 平底 ,, • 内面黒色処理 ・ ヘ ラ ケ ズ リ ,, ,, 暗褐色 黒 色 ' 
7 甑 4. 6 底 部 の み ・ 1 穿孔 ナ デ 小砂• 石 不 良 灰褐色 黄褐色 ＇ 

8 甕 1 1 .  9 1 1 .  5 小形 ・ 肩 部 が張 る ・ 短頚 ,, ，' ・ ヨ コ ナ デ 小砂 • 黄褐色 黒 色 ' 

， 高坪 14. 8 ラ ッ パ状 に 裾部外開 ・ 脚部のみ ,, ・ 指頭圧痕 ・ ヘ ラ ミ ガキ ,, 良好 赤褐色 < 

第72号住居址 （ 第25図）

1 甕 17. 8 短頚 • 長胴の胴部やや張 る ヘ ラ ナ デ ・ ヨ コ ナ デ 小砂• 石 良好 赤褐色 赤褐色 覆

坪 f本部 や や 内 傾 • 口縁部外反
,, . 

小砂 • ‘ 2 6. 5 10. 9 ,, � 

3 ,, 4. 9 1 2. 4 体部 に 稜 · 口縁部 「 く 」 の 字 に 外反 ，' • 内面黒色処理 ・ 十字暗文 ,, ,, “ 黒 色 ＇ 

4 高坪 脚部の み ・ 裾 部 ラ ッ バ状 に 外反 刷 毛 ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ ,, ( 少） ,, 橙褐色 床

第73号住居址 （ 第26図）

1 坪
J ＇ 

1s. 2 椀形 ロ ク ロ 成 形 · 内面黒 色処理 小砂 良 好 黄褐色 黒 色 覆

2 ,, 3. 8 14. 5 8. 7 体 部 に 段 ,, • 糸 切 り ,, ( 少） ,, 暗灰色 暗灰 色 ヽ

3 甕 20. 2 長胴 · 胴 部 や や張 る · 口縁部外反 ,, • ヘ ラ ケ ズ リ 小砂石 ,, 暗褐色 赤褐色 カ ー

口縁やや折
小砂（ 少） i 

I 
,, 4 ケ 34. 1 頚部口縁部のみ ・ 大 き く 外反 • り 返 し 状 ,, · 枯積み痕 ・ 把手残 る 。 青灰色 青灰色 預



遺
物
番
号

法 最 (cm) 色

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

u
t

 
第75号住居址 （ 第29図）

坪

2

3

 

,, 

、 ,'

4. 9 13. 7 

]4. 0 

1 5. 9 

5. 6 椀形

口縁部体部直線的

ロ ク ロ 成 形 ・ 内 面黒色処理 · ヘ ラ キ リ

，' 

小砂

,, 

良好

,, 

灰 白 色

青 白 色

黒 色

青灰色

頁

,, ,, ク ケ ヶ � 

第76号住居址 (32図）

坪

2

3

 

ん

ク

3. 6 

3. 8 

9. 6 

] 3. 3 

14. 2 

1

4

 

•

•

 

0

0

 

l

l

 

椀形

体部直線的 ・ イ本部下端 に 稜 · 付高台外開

,, 

ロ ク ロ 成形

ヶ

ク

・ ヘ ラ キ リ

ヶ

良選

,,. 

小砂

良 好

,, 

暗青灰色

青灰色

暗青灰色

青灰色

乳

,, ,, 
ー

6
6

ー

第77号住居址 （ 第32図）

4
 

甕 1 7. 9 長胴 ・ 胴部やや張る · 口縁部ゆ る く 外反 ヨ コ ナ デ ・ 刷毛整形 ・ 註積痕の ナ デ ッ プ
シ ・ ヘ ラ ナ デ 小砂• 石 l 良 好 赤褐色 黄褐色 カ

第78号住居址 （ 第32図）

5
 

椀 12. 9 椀形 ・ ロ 唇部外弯 ロ ク ロ 成形 小砂（少）1 良 好 灰 白 色 灰 白 色 辺

第81 号住居址 （第38図）

2

3

 

坪

甕

3. 8 13. 3 

23. 6 

]9. 3 

8. 3 体部下 方 に 稜 • 直線的 に 外 開 ・ 付高台

長胴 ・ 胴部直線的 · 口緑外反

,, ,, 

ロ ク ロ 成 形 ・ ヘ ラ キ リ

ョ コ ナ デ ・ 刷毛整形

,, ・ ヘ ラ ナ デ ・ 刷毛整形

小砂 良 好

,, . 石 不 良
,, . ,, I 

（ 多） 良 好

暗青灰色

黒褐色

灰褐色

暗青灰色

黄褐色

灰褐色

穫

第82号住居址 （第41 図）

壺

2

3

 

,, 9. 0 

9. 6 

頚部の み

胴 下半 の み · 胴部下半 に 最 大 径

胴 部 中 央 に 最 大 径 ． 頚部 す ぼ む

刷毛整形 · ヘ ラ ミ ガキ ・ 斜走沈線充填鋸
歯文

，' · 鋸歯文

小砂•石
（ 多 ）

,' ( ', )  

,, 

良好

,, 

不 良

黄褐色

，， 

橙

黒

色

暗褐色

色

. 
f,l 

は



遺
物
番
号 法

且 (cm) 色
器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の

特

徴 胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出
状

第84号住居址 （ 第45図）

1 面坪 17, 4 24. 6 9. 6 坪部やや内弯 し な が ら 外併l ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ ・ 内外面赤色塗彩 小砂• 石 良 好 赤 色 赤 色 柱
（ 多）

2 高tr? 18. 3 杯部のみ • 口縁立 ち 上 が る ，， � ,, 小砂 • ,, • 床

3 

壺

胴部下半底部欠 く • 直線的 に外開 � " ,, 赤褐色 暗褐色 灯

4 

甕

19. 3 口縁部内 弯 気味 ,, ・ 櫛描波状文 ・ 簾状文 小砂• 石 ,, 茶褐色 ，' 床 届

5 ,, 20. 6 ,, ,, � � ,, ,, 黄褐色 黄褐色 ヽ

6 

壺

頚 部大 き く 外反 し な が ら 口縁部へ ,, • 赤色塗彩痕 ． 鋸歯文 ・ 貼付文 ，，（ 多） ，， ,, 灰黒色 柱

7 ，' 22. 1 口縁部受口状 、 頚部 す ぼ む ，， ケ ，， ヽ ,, • 褐 色 黄褐色 ＇ 

-
67
 |
 

第 85号住居址 （ 第47図）

甕

7. 2 胴 下 部の み ・ 球形状 刷毛整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヘ ラ ナ デ 小砂• 石 良好 黄褐色 黄渇色 骰

第86号住居址 （ 第48図）

坪

甕

4. 3 

29. 7 

11 .  6 

26. 5 

5

1

 

．

．

 

5

4

 

椀 形 ・ f本部 上 半 に 稜

砲弾形 ・ ロ 縁外 反

ロ ク ロ 成 形 ・ 内面黒色処理 ・ 糸 切 り

,, • ヘ ラ ケ ズ リ

小砂

小砂• 石

良好

，， 

茶褐色 黒

褐

色

色

税

井 戸 址 2
 

（ 第 55図）

壺

2

3

 

甕

蓋

10. 7 

12. 3 

短 頚 ・ 胴部球形

口縁部やや外反

宝珠つ ま み 扁 平

ロ ク ロ 成 形 · ヘ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ ミ ガキ ・ 内面黒色処理

ロ ク ロ 成 形 ・ ヘ ラ 切 り

小砂•石

,, 

小砂

良 好

,, 

,, 

黒褐色

黄褐色

青黒色

灰 白 色

黒 色

青黒色

覆

井 戸 址 4
 

（ 第 55図）

コ ッ プ

2
 

蓋

1 2. 3 

16. 6 

1本部口縁部直線的外開

縁辺部の み ・ 端部やや外開

ロ ク ロ 成 形

・ ヘ ラ 切 り 鸞）
,, 

良好

,, 

暗黒色

青黒色

青灰色 覆

,, 



遺
物
番
号 法

鼠 (cm) 色
器 種 形 • 態 上 の

特

徴 手

法

上 の

特

徴 胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出

状

溝 址 2

 
（第58図）

甕

2
 

壺

20. 7 15. 5 

7. 0 

8. 0 最大 径胴部上 半 • 口縁内弯 ぎみ に 外 開

頚部す ぼ む · 胴部 「 く 」 の字形 に 張 る

ヨ コ ナ デ ・ ロ唇部 に 刻 目 斜行 条痕 ・ 廉状文 I 小砂

,, ク 櫛描羽粂痕 ，， 

良好

,, 

黒褐色

赤褐色

黒褐色

暗褐色

底

そ の他出土土器 （ 第60図）

ー68-

1 坪 4, 0 13. 9 7. 4 椀形 ロ ク ロ 成 形 ・ 糸 切 り 小砂 良 好 灰 色 灰 色 包 1

2 ‘’ 4. 3 I I .  4 3, 4 体部下端 に 稜 ． ｛本部口縁部直線的 ,, • ヘ ラ キ リ ,, • 黒褐色 青灰色 ， 

3 • 3. 8 13. 7 9. 5 ,, ・ 付 嵩台外反 ,, • ヘ ラ キ リ ，， ,, 廿灰色 ,, 

4 甕 1 1 . 4 胴部やや張 る • 口縁部外反 • ・ ヨ コ ナ デ ,, ,, 黄褐色 黄褐色

5 椀 IO. I 椀 形 • 口 唇部外反 ,, . ( 少） � 灰 白 色 灰 白 色

6 甕 14 .  5 口縁部 S 字状 · 胴部球形 ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ ・ 刷毛ナ デ ,, • 黒褐色 暗·灰 白色
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